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封
建
社
会
の
基
本
的
社
会
関
係
と
し
て
、
土
地
支
配
と
身
分
（
人
格
）
支
配
の
両
者

が
相
互
に
密
接
な
連
関
を
も
ち
つ

4
社
会
全
般
を
貫
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
併
し

単
に
土
峨
支
配
及
び
身
分
支
配
と
云
つ
て
も
そ
の
内
容
は
決
し
て
一
義
的
な
も
の
で
は

な
く
、
封
建
社
会
の
各
時
期
・
各
段
階
に
応
じ
、
そ
の
支
配
の
強
度
や
、
領
主
権
力
の

士
地
把
握
・
人
身
把
握
の
あ
り
方
に
も
著
し
く
相
違
が
あ
り
、
従
っ
て
我
々
が
具
体
的

•
特
殊
的
な
封
建
社
会
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
社
会
に
お
け
る
封
建
領
主

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

一

、

は

し

が

き

一

、

ほ

し

が

き

1

1

、
大
名
（
藩
)
_
|
領
民
の
夫
役
収
取
関
係

-1-、代官
・
藩
庁
役
人
ー
領
民
の
夫
役
収
取
関
係

四
、
給
人
ー
ー
知
行
地
農
民
の
夫
役
収
取
関
係

五
、
村
役
人
ー
ー
村
民
の
夫
役
収
取
関
係

六

、

村

仕

事

七
、
名
子
主
ー
ー
名
子
の
夫
役
収
取
関
係

八

、

あ

と

が

き

目

次

ー

ー

福

岡

藩

に

つ

い

C
ー

ー

近
枇
大
名
領
國
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

の
士
地
支
配
・
士
地
把
握
な
り
、
身
分
支
配
・
人
身
把
握
の
あ
り
方
を
充
分
に
解
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

4
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
特
に
身
分
支
配
・
人
身

把
握
の
具
体
的
表
硯
と
し
て
の
夫
役
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
夫
役
収
取
者
と
夫

役
提
供
者
間
に
お
け
る
夫
役
の
も
つ
意
味
や
、
夫
役
を
収
取
し
得
る
根
拠
即
ち
如
何
な

る
権
威
・
権
力
に
基
き
夫
役
を
収
取
し
得
て
い
る
の
か
。
或
は
夫
役
の
賦
課
法
、
夫
役

に
関
す
る
諸
種
の
領
主
的
規
制
…
等
々
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
そ
の
社
会

も
な
し
に
、

の
本
質
の
一
端
に
触
れ
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

展
々
夫
役
は
無
媒
介
に
労
働
池
代
の
概
念
を
以
て
割
り
切
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば

わ
が
国
の
幕
藩
体
制
が
生
産
物
池
代
原
則
の
貫
徹
及
び
労
働
地
代
の
一
部
残
存
せ
る
社

会
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
普
通
で
あ
り
、
ま
た
名
子
の
そ
の
主
家
に
提
供
す
る
夫
役
に
も
、

ひ
と
し
く
労
働
地
代
の
概
念
が
適
用
さ
れ
る
具
合
で
あ
る
。
勿
論
、
封
建
社
会
に
存
在

す
る
広
い
意
味
で
の
支
配
者
・
被
支
配
者
間
の
複
雑
・
多
様
な
諸
種
の
労
働
給
付
1
1
夫

役
に
関
し
て
、
封
建
地
代
の
第
一
形
態
た
る
労
働
地
代
の
概
念
を
以
て
迫
り
、
一
応
そ

の
視
角
か
ら
歴
史
の
事
実

(11史
料
）
に
接
近
し
、
整
合
し
て
み
る
こ
と
は
研
究
の
第
一

段
階
と
し
て
は
当
然
な
す
ぺ
き
作
業
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
乍
ら
何
ら
の
手
続

恰
も
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
労
働
地
代
の
概
念
を
所
謂
夫
役
す
べ
て
に
適

秀

村

四
五

選

.
 
↑
 



働
地
代
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
そ
れ
に
し
て
も

が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
＼
で
は
単
に
夫
役
に
関
す

は
じ
め
に
或

複
し
て
持
つ
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑯
名
子
、
王
ー
ー
名

子

(5) (4) 

民

⑱

給

人

ー

ー

知

行

地

費

民

よ
う
で
あ
る
。

用
す
る
こ
と
に
ぱ
些
か
疑
念
を
い
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、

労
働
地
代
と
い
う
単
純
な
言
葉
の
燦
ぎ
換
え
以
上
に
何
ら
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い

我
々
に
と
つ
て
電
要
な
の
は
限
史
的
事
実
の
忍
識
ー
歴
史
像
の
把
捉
で

そ
の
把
握
の
た
め
に
こ
そ
歴
史
的
概
念
と
い
う
手
だ
て
を
携
え
、
こ
れ
を
分
析

の
手
段
と
し
て
史
料
に
立
ち
向
つ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
無
媒
介
な
概
念
の
適
用

用
し
得
て
も
、
如
釘
な
る
点
・
如
何
な
る
意
味
に
於
て
適
用
し
得
る
の
か
。

よ
り
ぱ
み
出
し
、
そ
の
概
念
と
矛
盾
す
る
囁
実
ぱ
な
い
の
か
。

し
、
ど
う
処
浬
す
べ
き
な
の
か
。

ま
た
労
仰
地
代
の
概
念
を
一
応
適

こ
う
い
う
点
に
関
し
て
は
相
当
慎
重
な
考
慮
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
C

殊
に
人
間
付
．
般
の
抽
象
的
・
呼
遍
的
概
念

と
異
り
、
歴
史
的
概
念
ぱ
西
欧
の
歴
史
事
実
を
基
盤
と
し
つ

4
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の

こ
れ
を
日
本
史
上
に
適
用
す
る
と
き
は
或
程
度
の
困
難
な
り

無
頸
が
伴
う
1
.
J

と
は
充
分
覚
悟
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

単
な
る
史
料
の
雑
多
な
羅
列
や
、
日
本
の
特
殊
性
の
み
の
指
摘
よ
り
は
、
ヨ
リ
建
設
的
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
）
。
我
々
の
学
阿
の
歴
史
の
浅
さ
は
そ
う
い
う
困
難
に
飛
び
込
み
或
租
度
の
無
理

を
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
、
そ
の
場
合
に
於
て
も
単
な
る
類
似
点
の
み

に
心
を
奪
わ
れ
て
い
て
ぱ
む
し
ろ
日
本
史
上
の
本
質
的
差
異
点
を
見
溶
す
危
険
も
充
分

あ
る
と
一
亨
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
労
働
地
代
の
概
念
を
以
て
複
雑
多
様
な
史
料
に

立
ち
阿
う
こ
と
は
一
応
疋
し
い
態
度
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
直
ち
に
天
役
二
叡
即
ち
労

か
＼
る
こ
と
を
念
頭
に
置
ぎ
つ
＼
こ
＼
で
は
徳
川
期
の
夫
役
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
時

代
の
直
接
生
光
者
に
対
す
る
諸
秤
の
人
格
支
配
・
人
身
把
振
り
あ
り
方
を
親
い
、
徳
Jf

(2) 

民

(1) 

若
し
あ
れ
ば
ど
う
哩
解

そ
れ
ら
が
相
五

そ
の
概
念

も
の
と
を
ふ
る
い
分
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、

力‘
ヽ

夫
役
に
つ
い
て
も
、

我
々
は
労
働
地
代
の
概
念
を
適
用
し
得
る
も
の
と
、
し
得
な
い

は
む
し
ろ
混
乱
を
惹
き
起
す
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

あ
り
、

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

そ
れ
は
夫
役
ー

期
封
建
社
会
殊
に
大
名
領
国
の
性
格
の
一
端
を
解
明
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
領
国
内
の
直
接
生
産
者
た
る
農
民
が
負
担
す
る
夫
役
も
仔
細
に
窺
う
と
き

ぱ
、
き
わ
め
て
複
雑
・
多
様
で
あ
り
、
夫
々
の
意
味
も
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ

を
労
働
の
杓
容
と
か
賦
評
法
と
か
夫
々
の
観
点
か
ら
類
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

必
喫
で
あ
る
が
、
）
J

し
で
は
特
に
夫
役
の
収
取
者
と
被
収
取
音
（
夫
役
提
供
者
）
と
の
関

係
、
即
ち
夫
役
収
取
者
が
如
何
な
る
権
威
、
如
侶
な
る
権
力
に
基
き
収
取
し
て
い
る
の

そ
う
し
た
観
点
か
ら
複
雑
・
多
様
な
夫
役
を
一
応
類
別
し
つ

4
考
察
し
て
み
た
い

と
思
う
。

す
な
わ
ち
領
主
制
〔
領
国
大
名
の

t
地
・
豊
民
支
配
〕

の
系
列
か
ら
来
る
も
の

と
、
自
生
的
な
村
落
内
蔀
の
農
民
生
活
自
体
に
基
く
も
の
と
が
あ
り
、

に
密
接
な
関
連
を
も
つ
場
合
も
あ
っ
て
事
実
は
多
様
な
現
象
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
小
稿
で
は
大
胆
に
次
の
パ
つ
の
関
係
ー
ー

領
国
大
名
（
乃
至
藩
庁
）
ー
ー
＇
領
民

代
官
・
藩
庁
役
人
ー
ー
‘
領

村
役
人
ー
~
村

村
仕
事
〔
村
洛
共
同
休
ー
ー
村
民
〕

に
分
ち
考
空
を
直
め
る
こ
と
＼
す
る
。

従
っ
て
二
個
の
農
民
か
こ
れ
ら
の
諸
性
格
を
軍

勿
論
こ
れ
ら
の
考
察
の
た
め
に
は
祖
屑
藩
の
構
造
や
性
格
に
つ
い
て
、

程
悶
隙
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
夫
役
の
賦
諜
法
、
夫
役
の
代
納
化
の
問
題
、
夫

役
に
関
す
る
諸
種
の
農
民
統
制
等
も
夫
々
密
接
に
関
連
を
も
つ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
登
し
て
い
る
の
で
、

の
関
係
上
吝
し
あ
た
り
福
岡
藩
に
限
り
と
り
あ
げ
る
こ
と
し
す
る
。

四
六

史
料



る
諸
事
実
（
ー
史
料
）
を
収
取
関
係
に
基
づ
き
類
別
し
て
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
に
と
ど

め
、
今
後
夫
役
の
歴
史
的
意
義
ー
大
名
領
国
の
わ
が
国
封
建
社
会
史
に
お
け
る
歴
史
的

＊
な
お
夫
役
は
農
民
の
ほ
か
、
町
人
・
漁
民

(11水
主
・
加
子
・
舟
方
）
等
に
も
賦
課
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
当
然
考
祭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
小
稿
で
は
一
応
農
民
に
限
つ
て

考
察
す
る
こ
と
4

す
る
。

二
、
大
名
（
滸
）
ー
ー
ー
領
民
の
夫
役
収
取
関
係

炭
長
五
年
（
一
六
0
0
)
関
ヶ
原
に
お
け
る
戦
功
及
び
父
孝
高
の
九
州
に
お
け
る
活
躍

に
よ
り
、
筑
前
一
国
に
封
ぜ
ら
れ
た
黒
田
長
政
は
豊
前
中
津
よ
り
入
部
し
、
翌
六
年
よ

り
舞
鶴
城
（
福
岡
城
）
の
構
築
、
城
下
町
福
岡
の
建
設
、
中
泄
以
来
自
由
を
誇
つ
て
い
た

都
市
・
博
多
へ
の
領
主
権
の
滲
透
、
更
に
全
領
国
内
の
検
地
を
行
い
領
内
の
土
地
・
民

衆
を
確
実
に
把
握
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
秋
月
・
東
連
寺

ll直
方
両
支
藩
を
分
出
し
た

(

L

)

 

が
、
（
東
蓮
寺
は
そ
の
後
本
藩
に
復
す
）
大
体
一
貫
し
て
幕
末
に
至
る
ま
で
筑
前
国
の
大
半

に
強
力
な
支
配
を
貫
徹
し
て
い
た
。

か
く
て
領
国
大
名
（
黒
田
家
）
乃
至
そ
の
藩
庁
が
そ
の
領
国
全
般
の
支
配
・
統
治
権
力

に
基
き
領
民
に
賦
諜
し
た
夫
役
が
あ
っ
た
わ
け
で
、

使
、
井
に
、
御
大
名
通
行
時
分
、

宿

駅

交

通

夫

役

田
法
雑
話
に
は
『
百
姓
役
目
は
上

で

2
)

又
ハ
在
々
御
普
請
迄
に
て
、
共
外
に
は
不
被
召
仕
』

勿
論
そ
れ
ら
を
中
心
と
し
つ

4
も
、
必
ず
し
も
右
に
の
み
限
ら
れ
て
は
い

な
か
っ
た
。
そ
の
内
容
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

rー一
• 
c
 

領
国
内
の
街
道
・
宿
駅
（
所
謂
筑
即
六
徊
・
ニ
十
一
宿
）
は
初
期
よ
り
漸
次
整
備
さ
れ
て

領
国
の
交
通
制
度
が
確
立
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
既
に
炭
長
十
二
年
（
一
六

0
七
）
に

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

は
黒
田
長
政
が
左
の
如
く
下
令
し
て
い
る
。
即
ち
、

『
一
、
伝
馬
送
夫
之
儀
、
奉
行
之
者
と
も
手
判
次
第
可
申
付
候
、

(

4

)

 

中
に
よ
ら
す
手
判
無
之
候
共
可
申
付
事
』
と
あ
り
、

度
と
し
て
幣
備
さ
れ
つ
＼
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
は
初
期
の
史
料
は
殆
ん
ど
な
く
延
宝

(

5

)

 

に
博
多
津
に
対
し
て
『
津
中
百
姓
馬
公
役
仕
る
事
』
と
見
え
、
些

七
年

（
一
六
七
九
）

か
特
殊
な
事
例
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
一
般
的
に
各
宿
場
乃
至
そ
の
周
辺
の
農
民
に
は
宿

駅
交
通
の
夫
役
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
寛
保
―
―
一
年
（
一
七
四
一
一
一
）
六
月
に
は
左
の
如
く
見
え
て
い
る
。

『
一
、
御
国
中
宿
々
諸
通
之
節
、
人
馬
差
出
方
之
倣
―
一
付
、
御
逹
之
事

（
若
松
以
下
領
内
十
七
宿
の
宿
名
を
挙
ぐ
、
省
略
）

右
之
宿
々
人
柄
共
御
代
官
御
通
方
引
請
可
相
勁
候
、
御
通
之
節
、
宿
人
馬
を
以
て
相
仕
廻
可
申

候
、
不
足
分
大
庄
屋
へ
申
付
、
郡
人
馬
寄
召
仕
、
追
て
入
切
払
帳
、
郡
奉
行
え
可
差
出
事
(

6

)

 

（

以

下

略

）

』

と
あ
り
、
宿
の
人
馬
に
て
ま
か
な
い
き
れ
ぬ
場
合
は
附
近
農
村
よ
り
人
馬
を
寄
せ
、
「
郡

役
」
と
し
て
召
使
う
た
わ
け
で
あ
る
。
宿
駅
（
継
所
）
に
は
人
馬
方
役
所
が
あ
り
、
そ
の

『
一
、
御
参
罰
上
下
継
人
馬
之
事
、
一
、
長
崎
御
往
来
継
人
馬
之
事
、
一
、
御
遊
猟
＝
一
付
御

滞
座
日
帰
井
＝
一
継
人
馬
、
（
中
略
）
一
、
右
御
往
来
之
節
品
々
郡
寄
持
送
夫
、
其
外
、
内
夫
、

御
休
所
仕
調
·
掃
除
夫
之
事
、
一
、
御
大
名
方
江
戸
御
上
下
・
阿
蘭
陀
•
長
崎
御
奉
行
御
上

下
、
御
茶
屋
•
町
茶
屋
手
入
掃
除
夫
、
御
茶
屋
入
用
之
夫
、
宿
内
揺
除
・
御
先
払
・
川
越
夫
・

継
人
馬
等
之
事
、
一
、
相
定
候
宿
駅
、
其
村
面
役
＝
―
而
年
中
間
通
勤
切
不
申
分
、
郡
か
加
勢

0
7
)
 

人
馬
之
事
（
下
略
）
』

等
々
で
あ
っ
た
。

四
七

(

8

)

 

し
か
も
「
詰
夫
」
と
し
て
根
米
・
蓑
笠
・
股
引
・
カ
杖
を
携
え
郡
屋

(

9

)

 

•
宿
駅
に
詰
め
る
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
衆
知
の
こ
と
な
が
ら
大
名
（
黒
田
家
）
の
参
勤
交
替
・
出
猟
・
巡
視
等
の
み

と
あ
る
が
、

し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
郡
役
」
と
し
て
人
馬
を
出
す
べ
き
も
の
は

郡
の
大
庄
屋
は
い
づ
れ
も
人
馬
仕
組
加
役
を
受
持
ち
、

位
置
を
窺
う
た
め
の
前
提
作
業
と
し
た
い
。

領
主
の
命
を
以
て
奉
行
の
手
判
を
要
し
（
公
倣
1
1
絲
府
御
用
の
時
は
必
ず
し
も
要
せ
ず
）
、
制

公
儀
御
用
之
時
〈
夜

伝
馬
夫
の
使
役
に
関
し
て
、
大
名

各
触
・
各
村
よ
り
人
馬
を
出
さ



夫
立
で
、
い
づ
れ
も
賃
銭
・
損
料
が
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
宿
場
に
お
け
る

る
こ
と
は
注
底
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
枇
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

で
な
く
、
長
崎
奉
行
・
日
田
那
代
・
御
領
代
官
・
幕
府
巡
見
使
・
上
使
・
測
量
方
等
の
幕
府

(

W

)

(

l

l

)

 

役
人
や
九
州
諸
藩
の
領
主
そ
の
ほ
か
阿
蘭
陀
人
（
同
附
添
役
人
）
等
の
通
行
に
も
出
夫
せ

い
づ
れ
に
せ
よ
単
な
る
領
主
黒
田
家
乃
至
一
領
国

の
た
め
の
み
で
は
な
く
、
幕
府
が
全
国
的
に
宿
駅
交
通
制
度
の
整
備
に
努
め
、
幕
府
権
力

の
圧
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
藩
と
し
て
も
幕
府
役
人
・
諸
大
名
の
た
め
自
領
々
民
に
夫
役
を

賦
課
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
幕
府
に
よ
る
全
国
的
統
一
、
更
に
全
国
経
済
の
進
展
は

交
通
を
き
わ
め
て
頻
繁
な
ら
し
め
、

い
き
お
い
夫
役
の
増
大
・
強
化
が
見
ら
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
他
方
で
は
漸
次
夫
役
の
代
納
、
夫
賃
銭
の
支
払
が
整
備
さ
れ

て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
元
文
一
一
年
（
一
七
一
二
七
）
二
月
に
は
『
隣
国
御
大
名
方
御
領
中
御
通

蹄
之
節
、
宿
々
人
馬
賃
銭
渡
方
無
指
閻
様
村
々
庄
屋
共
へ
逹
之
事
』

(12) 

定
を
令
逹
し
て
い
る
の
で
あ
る
C

或
は
通
行
の
節
入
用
の
諸
品
は
大
庄
屋
よ
り
各
村
々

と
し
て
詳
細
な
規

に
触
付
け
て
之
を
持
出
さ
し
め
、
こ
れ
も
夫
立
（
夫
銭
に
換
算
）
で
あ
り
、
同
様
に
馬
も

問
屋
の
成
立
、
人
馬
仕
組

ll請
負
制
の
形
成
を
見
る
に
至
り
、
夫
役
と
し
て
は
相
当
変
質

し
た
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
日
の
考
察
に
譲
る
こ
と
＼
す
る
。

註
①
支
藩
秋
月
藩
領
1
1
夜
須
・
上
座
・
下
座
・
嘉
摩
各
郡
の
一
部
1
1
が
あ
る
ほ
か
、
恰
土
郡

の
一
部
に
は
中
津
藩
領
・
対
馬
領
・
幕
領
等
が
入
組
ん
で
い
た
。

幻
近
枇
地
方
経
済
史
料
、
二
五
五
頁
。

③
鞍
手
郡
誌
、
六
二
頁
以
下
参
照
。

④
長
政
公
御
代
御
書
出
令
条
(
-
―
一
奈
木
、
黒
田
家
文
出
）

側
門
多
津
要
録
、
登
―
―
°

⑥
郡
役
所
記
録
、
福
岡
県
史
資
料
第
四
巻
三
七
四
頁
。
郡
役
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

⑰
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)
寅
十
二
月
、
御
国
中
郡
夫
村
夫
取
分
定
書
（
直
方
市
香
月
文
書
）
．

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
御
国
中
郡
夫
村
夫
定
書
（
九
州
大
学
法
制
史
研
究
室
蔵
）
に
も
同

様
に
見
え
る
。
面
役
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

⑧
遠
賀
郡
誌
、
六
四
頁
。

『
貢
米
ハ
駄
或
ハ
舟
―
一
依
リ
テ
掘
岡
ノ
藩
倉
又
〈
遠
賀
郡
若
松
い
鱈
i

乍
乃
恰
土
郡
横
浜
ノ
―
―
―

所
＝
一
輸
送
ス
、
故
＝
一
貢
米
運
輸
ノ
便
否
ハ
郡
村
ノ
位
置
―
―
依
リ
、
大
径
庭
ア
リ
、
就
中
、
上
座

・
下
座
ノ
如
キ
ハ
馬
背
ヲ
仮
リ
テ
十
余
里
ノ
外
＝
ー
運
輸
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
其
不
便
知
ル
ヘ
シ
、

は
ヽ
搬
に
つ
い
て
は
そ
の
後
具
体
的
史
料
を
欠
く
が
、

明
治
初
年
の
「
筑
前
旧
租
要
略
」
に

と
あ
る
か
ら
、
右
の
場
合
も
年
貢
米
の
津
出
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

請
用
竹
木
等
の
運
搬
に
夫
役
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
。
慶
長
十
二
年
（
一
六

0
七
）
六
月

(

1

)

 

の
長
政
の
掟
の
中
に
、
『
村
々
よ
り
津
出
之
儀
、
道
六
里
之
分
百
姓
と
し
て
可
出
事
』
と

見
え
て
い
る
が
、
黒
田
氏
入
部
前
の
殿
長
一
二
年
（
一
五
九
八
）
六
月
石
田
三
成
が
志
摩
郡

在
々
に
下
せ
し
「
条
々
」
に
も
、

『
一
、
年
貢
米
五
里
ハ
百
姓
持
て
可
出
之
事
、

(

2

1

)

 

一
、
五
里
之
外
者
百
姓
之
原
に
飯
米
を
逍
持
せ
可
申
事
』

J

れ
は
前
項
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、

(2J 

運

搬

夫

役

四
八

年
貢
米
の
運

領
主
乃
至
藩
庁
が
年
貢
・
普

⑨
た
と
え
ば
三
苫
文
書
「
詰
夫
用
心
夫
之
堂
」
（
九
州
大
学
玉
泉
館
蔵
）
は
領
主
が
西
郡
（
恰

土
・
志
摩
郡
）
巡
見
の
際
の
記
録
で
あ
る
が
御
茶
屋
詰
（
御
台
所
詰
夫
・
諸
御
用
夫
・
同
所

水
汲
夫
）
・
御
風
呂
屋
（
水
汲
夫
・
同
付
夫
）
・
御
内
証
玄
官
・
御
馬
屋
・
御
代
官
所
詰
方
・

御
鷹
宿
詰
夫
・
夜
廻
り
・
郡
屋
詰
夫
等
々
き
わ
め
て
多
い
。

1
0
た
と
え
ば
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
月
、
唐
津
御
領
替
―
―
付
上
使
御
下
向
宿
筋
御
通
行

一
巻
（
一
袋
）
、
天
保
九
年
(
-
八
一
二
八
）
御
巡
見
使
御
通
行
（
い
づ
れ
も
三
苫
文
書
）
な

ど
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
御
朱
印
人
足
・
同
伝
馬
と
賃
人
足
・
同
伝
馬
の
両
者
が
あ
っ
た
。

11

た
と
え
ば
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
九
月
、
大
村
信
濃
守
様
前
原
宿
御
通
駕
御
入
用
人
足

入
切
目
録
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
三
月
、
大
村
上
総
助
様
御
下
向
逹
今
宿
人
馬
次
記

録
（
い
づ
れ
も
三
苫
文
書
）
な
ど
。

12

福
岡
県
史
資
料
、
第
四
巻
、
一
＝
二
七
ー
一
―
―
―
―

1
0頁。



近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

文
化
九

何
ら
か
の
年
貢
連

而
ジ
テ
其
費
途
ハ
皆
人
民
ノ
負
担
ス
ル
所
ナ
＞
ハ
村
位
詮
定
二
於
ナ
其
便
否
如
何
卜
顧
ル
固
コ

(
8
)
 

リ
其
所
ナ
リ
』

と
あ
り
、
年
貢
連
搬
が
農
民
に
と
つ
て
き
わ
め
て
重
い
負
担
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

勿
論
前
引
の
初
期
の
形
の
ま
ヽ
で
あ
っ
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、

搬
夫
役
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
普
請
用
材
は
じ
め
所
謂
御
用
竹
木
の
運
搬
夫
役
は
は
々
見
る
所
で
あ
っ

て
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
0
)
の
編
纂
と
推
定
さ
れ
る
「
川
方
記
録
」
に
は
『
御
作
事
御

(

4

)

 

用
竹
木
伐
阻
』
は
『
郡
夫
ヲ
以
持
出
申
付
、
御
普
請
方
一
一
相
渡
』
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
更
に
同
年
九
月
に
は

『
一
、
御
普
請
御
用
竹
木
、
山
方
よ
り
伐
出
し
夫
役
之
費
多
候
付
、
御
仕
組
を
以
被
相
達
候
事

C

5

)

 

云
々
』

と
あ
っ
て
此
の
後
貨
幣
代
納
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
郡
々
御
茶
屋
井
町
茶
屋
御

普
請
用
竹
木
等
三
拾
ヶ
条
に
つ
い
て
は
な
お
も
伐
出
・
連
搬
の
夫
役
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
博
多
川
端
櫛
田
宮
裏
の
御
成
橋
材
木
は
『
山
所
よ
り
道
法

(
6
)
 

半
分
は
郡
夫
、
半
分
は
町
夫
」
と
見
え
て
い
る
。
而
し
て
郡
仕
立
を
以
て
夫
銭
を
提
出

せ
し
め
て
お
り
、
こ
れ
を
以
て
漸
次
賃
銭
を
支
払
う
に
至
っ
た
。
た
と
え
ば
、

年
（
一
八
一
1

一
）
九
月
に
は
、

『
一
、
御
要
害
御
普
請
入
用
材
木
、
五
ケ
年
御
年
限
中
者
郡
方
伐
出
ジ
ヘ
尤
持
出
夫
貨
銭
者
大
頭

手
元
か
相
渡
候
様
禰
次
右
衛
門
・
五
左
衛
門
・
織
部
夫
江
及
口
達
四
候
事
』

と
見
る
如
く
、
持
出
夫
に
賃
銭
が
給
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
諸
種
の
連
搬
夫
役
は
後
期
ま
で
あ
っ
た
わ
け
で
明
和
七
年
（
一
七
七
0
)
.

(
8
)
 

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
郡
夫
の
規
定
に
も
、
「
御
用
竹
木
其
外
御
用
物
郡
次
人
馬
」
．

「
御
茶
屋
•
町
茶
屋
薪
・
明
松
其
外
定
格
寺
社
渡
キ
之
薪
伐
持
出
夫
」
・
「
郡
寄
龍
前
筵
キ

持
出
夫
」
・
「
寺
社
共
外
郡
家
・
馬
指
所
・
籠
屋
キ
以
前

i
郡
役
＝
而
家
上
喜
替
仕
来
之

場
所
茅
伐
持
出
薬
持
出
し
藉
立
手
伝
夫
」
．
「
秋
伐
竹
伐
持
臣
夫
」
等
々
が
見
え
て
い
る
。

四
九

註
①
長
政
公
御
代
御
密
出
令
条
（
三
奈
木
黒
田
家
文
書
）
。
県
史
資
料
、
第
三
巻
、

参
照
。

の
朱
雀
文
書
（
県
史
資
料
、
第
十
巻
、
二
七
六
頁
）
。

③
県
史
資
料
、
第
十
巻
、
四
五

0
真。

④
日
本
林
制
史
資
料
、
福
岡
藩
、
六
八
頁
。

⑤
郡
役
所
記
録
、
県
史
資
料
、
第
四
巻
、
四
一
九
頁
以
下
。

⑥
同
右
、
四
二
五
頁
。

⑦
郡
浦
御
用
頭
付
、
文
化
九
年
九
月
一
一
一
日
の
条
（
三
奈
木
黒
田
家
文
書
）
。

⑧
明
和
七
年
、
御
国
中
郡
夫
村
夫
取
分
定
書
、
文
政
二
年
御
国
中
郡
夫
村
夫
定
諏
I
O

）
 
3
 c
 

治
水
・
灌
漑
•
新
田
開
発
・
道
路
普
請
・
要
害
普
請
等
々
は
戦
国
大
名
も
近
世
大
名

も
す
べ
て
意
を
注
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
一
村
落
・
数
村
落
の
支
配
者
で
な
く

相
当
広
い
領
城
に
わ
た
る
領
国
の
支
配
者
と
し
て
大
河
川
の
治
水
・
灌
漑
は
彼
等
に
与

え
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
し
、
治
水
・
灌
漑
と
密
接
不
離
の
関
係
を
も
ち
つ
＼
新
田
開

発
が
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
ー
ー
土
そ
れ
は
領
国
の
生
産
的
基
盤
の
拡
大

に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
領
国
に
お
け
る
城
館
の
建
設
・
交
通
道
路
の
整
備
も
政
治
的
・

軍
事
的
・
経
済
的
種
々
の
観
点
か
ら
相
当
大
規
模
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
慶
長
十

七
年
（
一
六
―
―
―
)
九
月
の
「
掟
」
で
は
給
人
に
百
姓
夫
遣
を
許
す
と
共
に
「
付
」
と
し

(

l

)

 

て
『
福
岡
普
請
百
姓
罷
出
候
時
者
、
右
之
人
使
停
止
之
事
』
と
達
し
、
強
力
な
大
名
権

力
を
以
て
知
行
埴
農
民
と
雖
も
城
館
・
城
下
町
建
設
に
使
役
し
た
こ
と
が
蜆
え
る
か
ら

蔵
入
百
姓
は
勿
論
の
こ
と
4
思
わ
れ
る
。

殊
に
治
水
・
灌
漑
の
た
め
の
堀
川
・
池
塘
の
開
発
、
井
堰
造
営
、
河
川
の
浚
渫
等
の

工
事
に
お
け
る
夫
役
の
収
取
は
相
当
大
規
模
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
慶
長
十
七
年
（
一

（関）

六
―
―
一
）
に
御
牧
川
（
遠
賀
川
）
氾
濫
す
る
や
、
治
水
工
事
に
着
手
し
、
同
年
後
十
月
十

九
日
に
鞍
手
郡
奈
良
津
よ
り
御
牧
郡
芦
屋
に
至
る
間
の
普
請
に
宗
像
・
御
牧
・
鞍
手
・

普

拿
肩

-I
―-a 

夫

役

一
六
七
頁



近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

(

2

)

 

嘉
摩
・
穂
波
五
郡
の
百
姓
十
二
万
八
千
九
百
弐
十
人
の
夫
を
動
員
す
る
計
画
で
あ
り
、

、
、
、
、
、

更
に
霜
月
三
日
に
は
、
長
政
は
奉
行
に
対
し
、
『
御
牧
郡
の
河
筋
之
普
請
総
国
中
百
姓
此

(
3
)
 

跡
之
夫
役
算
用
候
て
正
月
五
日
よ
り
可
申
付
事
』
と
令
し
、
ま
た
『
芦
屋
の
ほ
り
切
は

(

4

)

 

芦
屋
之
者
の
た
め
に
候
間
、
彼
地
の
者
共
可
仕
と
申
、
其
所
の
者
次
第
に
可
仕
候
云
々
』

と
い
う
細
心
な
考
慮
も
払
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

元
藤
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
支
藩
直
方
の
直
方
新
土
手
の
縄
張
あ
り
、
そ
の
士
手
普

請
に
は
本
藩
五
郡
よ
り
加
勢
夫
を
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、

『
明
る
申
の
正
月
よ
り
福
岡
御
加
勢
夫
、
嘉
麻
・
穂
波
・
遠
賀
・
鞍
手
・
宗
像
五
郡
本
役
出
、
二

月
中
に
土
手
仕
廻
、
尤
五
郡
の
御
郡
代
、
触
ロ
・
懸
り
庄
屋
召
連
、
御
宰
判
一
手
々
々
の
御
働

C

5

)

 

の
御
普
請
に
て
御
座
候
』

と
見
え
て
お
り
、
元
緑
十
五
年
（
一
七
0
二
）
夏
秋
に
は
、
洪
水
の
た
め
諸
田
晶
水
損
し
た

が
、
特
に
遠
賀
川
・
筑
後
川
の
流
城
の
損
害
甚
し
く
農
民
飢
寒
に
及
ば
ん
と
し
た
た
め

『
田
畠
の
修
補
例
年
は
郡
夫
公
役
を
以
、
勤
む
れ
と
も
、
此
節
は
救
の
為
な
れ
ば
、
人
こ

と
に
絞
米
を
与
へ
つ
と
め
し
め
』
た
と
あ
る
か
ら
、
普
通
に
は
郡
夫
公
役
1
1
郡
役
を
用

ぃ
、
校
米
等
を
給
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
、
元
文
元
年
（
一
七

1

1

一
六
）
十
月
に
ほ
御
普
請
又
は
砂
入
な
ど
の
場
合
は
「
村
夫
」
を
以
て
す
る
ほ
か
『
村

(
7
)
 

夫
と
し
て
難
調
儀
出
来
の
節
』
は
郡
夫
の
夫
役
を
と
る
こ
と
を
規
定
し
、
宝
暦
四
年
（
一

（
所
力
）

七
五
四
）
五
月
に
も
川
さ
ら
え
•
井
手
堤
の
手
入
を
怠
ら
ざ
る
こ
と
、
『
数
年
怠
候
取
柄

(

8

)

 

ほ
郡
夫
を
以
一
度
浚
可
遣
事
』
と
命
じ
て
い
る
。
明
和
七
年
・
文
政
二
年
の
規
定
で
も

郡
夫
と
し
て
徴
発
す
る
も
の
に
は
「
免
用
井
大
川
水
掛
普
請
キ
惣
而
大
造
之
普
請
夫
」
、
(
9
)
 

「
上
座
・
下
座
稲
作
堀
川
普
請
井
大
川
普
請
、
同
所
網
戸
仕
調
夫
」
等
が
見
え
て
い
る
。

偶
目
せ
る
と
こ
ろ
で
も
、
遠
賀
川
の
洪
水
時
に
、
そ
の
復
旧
工
事
は
領
民
に
賦
課
せ

ら
れ
、
洪
水
年
次
に
お
け
る
毎
戸
の
出
夫
数
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
二
十
六
人
、

(lo) 

嘉
永
三
年
（
一
八
五
0
)
二
十
人
、
万
延
元
年
（
一
八
六
0
)
十
一
人
と
一
字
わ
れ
ま
た
文
化

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

l

l

)

 

年
間
嘉
麻
川
築
堤
普
請
に
夫
一
＿
一
千
二
百
三
十
人
、
文
政
六
年
（
一
八
ニ
―
1

一
）
鞍
手
郡
御
徳

村
土
手
普
請
に
人
夫
九
千
三
百
三
人
（
こ
の
う
ち
、
五
千
四
百
五
十
二
人
は
洪
水
仕
戻
夫
、
五

(
1
2
)
 

百
人
は
高
持
百
姓
よ
り
寸
志
夫
、
―
―
一
千
一
1

一
百
五
十
一
人
は
御
郡
夫
）
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の

下
座
郡
湿
地
の
湿
抜
工
事
に
は
、
夫
三
万
弐
千
百
六
十
一
人
、
他
に
大
鋸
夫
五
百
六
十

(13) 

六
人
、
筑
後
へ
の
竹
木
連
輸
夫
三
千
六
百
壱
人
ー
ー
＇
後
二
者
は
雇
賃
銭
支
払
ー
、
慶a) 

応
四
年
（
一
八
六
八
）
鞍
手
郡
飯
倉
川
浚
営
通
船
の
普
請
に
郡
夫
七
、
八
百
名
の
使
役
な

ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
工
事
と
し
て
は
む
し
ろ
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ

て
、
宝
暦
元
年
ー
同
十
二
年
（
一
七
五
―
—
六
二
）
〔
さ
き
に
元
和
七
年
（
一
六
ニ
―
)
に
消

(15) 

ェ
、
同
九
年
中
止
〕
に
な
さ
れ
た
遠
賀
川
の
堀
川
・
吉
田
切
貫
工
事
（
そ
の
後
も
種
々
の
エ

事
が
長
く
継
続
）
や
明
和
・
文
化
年
代
の
鞍
手
郡
岡
森
井
手
（
宝
暦
十
三
年
に
夫
一
万
人
使

(

1

6

)

q

"

）
 

役
、
失
敗
）
、
朋
膠
•
万
治
以
降
の
山
田
井
手
l
l

花
の
井
堰
、
寛
文
と
宝
暦
に
行
わ
れ
た
上

(

1

8

>

(

1

9

)

 

座
郡
の
堀
川
・
山
田
井
手
、
寛
文
・
寛
延
・
宝
暦
の
御
笠
・
那
珂
二
郡
堀
川
の
工
事
な

ど
は
い
づ
れ
も
大
工
事
で
あ
っ
て
、
巨
大
な
夫
役
を
動
員
し
て
は
じ
め
て
な
さ
れ
得
る

も
の
で
あ
っ
た
。
残
念
乍
ら
そ
の
夫
数
を
知
る
史
料
に
接
し
な
い
が
前
に
窺
っ
た
も
の

の
恐
ら
く
数
倍
・
数
十
倍
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
れ
ば
大
庄
屋
の
下
に
は
普
請
方

誕
り
、
叉
触
内
で
も
夫
々
普
請
組
合
村
を
幾
組
か
結
び
、
相
当
整
備
さ
れ
た
体
制
を
も

し
か
も
岡
森
井
手
の
場
合
に
は
小
倉
藩
と
、
下
座
郡
湿
抜
工
事
の
場
合
に
は
久
留
米

藩
と
の
協
力
を
要
し
た
稚
で
あ
り
、
単
な
る
一
領
国
の
問
題
を
超
え
る
事
業
で
あ
っ
た

こ
と
も
領
主
の
性
格
、
夫
役
の
性
格
を
考
察
す
る
に
注
意
す
べ
き
こ
と
4
思
わ
れ
る
。

以
上
窺
っ
た
治
水
・
灌
漑
工
事
と
密
接
な
関
連
を
も
ち
つ

4
行
わ
れ
た
も
の
が
新
田

（
四
）

の
開
発
で
あ
り
、
福
岡
藩
で
は
初
期
よ
り
領
内
各
地
に
於
て
開
発
を
試
み
た
。
所
謂
「
壱

(23) 

作
」
（
新
田
）
と
「
稲
作
」
（
畑
田
成
）
で
あ
っ
て
、
相
当
の
夫
役
を
動
員
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
元
誅
十
年
（
一
六
九
七
）
志
摩
郡
前
原
潟
、
遠
賀
郡
穴
生
潟
の
汐
留

五
0



払
っ
た
も
の
と
息
わ
れ
る
。
或
は
宝
水
元
年
（
一
七
0
四
）
の
表
粕
陀
郡
多
田
良
潟
新
田

仕
立
ほ
『
両
粕
屋
・
那
珂
・
席
日
四
郡
之
夫
に
て
相
調
』
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
芦
‘
°

露）

「
藩
政
一
般
作
渋
」
に
は

『
壱
作
田
畠
郡
夫
加
勢
を
以
被
仰
付
分
、
其
年
一
ケ
年
無
年
貢
、
・
・
・
・
稲
作
二
叩
郡
夫
仕
と
仮
分

ハ
其
年
一
ヶ
年
古
畠
反
別
二
而
云
々
』

と
見
え
、
壱
作
・
稲
作
開
発
の
た
め
に
郡
夫
を
動
員
し
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

か
し
る
新
田
間
発
の
た
め
の
夫
役
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
嘉
永
年
代
の
志
摩
郡
辺

田
潟
新
聞
の
場
合
を
挙
げ
る
と
、
辺
田
に
郡
家
役
所
を
置
き
、
そ
の
指
令
・
監
督
の
も

と
に
、
元
闘
・
御
床
•
井
原
：
一
触
よ
り
出
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
各
大
庄
屋
（
浜
地

・
鎌
田
・
―
―
一
苫
）
は
緊
密
な
連
絡
を
と
り
面
役
数
（
別
稿
に
詳
述
、
男
子
十
五
オ
ー
六
十
オ
一

人
に
付
賦
課
）
を
基
準
に
出
夫
割
当
や
割
替
を
な
し
、

各
触
の
夫
数
を
更
に
触
下
各
村

に
割
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
＇
た
と
え
ば
嘉
水
二
年
（
一
八
四
九
）
五
月
廿
七
日
の
汐
留

の
夫
割
で
は
面
役
壱
人
に
付
四
分
八
厘
一
言
一
宛
と
し
て
撰
夫
千
七
百
九
拾
四
人
、
ー
~

内
七
百
壱
人
元
岡
触
、
六
百
四
拾
バ
人
御
床
触
、

が
如
き
で
あ
る
。
此
等
は
汐
留
土
持
夫
・
用
心
夫
・
夜
中
御
入
用
夫
と
し
て
使
役
さ
れ

四
百
四
拾
七
人
井
原
触
ー
ー
と
あ
る

た
も
の
で
『
人
別
い
な
い
ぞ
ふ
け
・
く
わ
特
之
事
、
但
備
中
鍬
可
然
候
事
』

と
あ
る
よ

う
に
各
自
道
具
を
も
ち
新
開
場
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
村
方
か
ら
ば
杉
丸
太
・
猫

g
2
7
)
 

ふ
く
・
空
俵
・
薪
等
々
の
諸
材
料
も
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

触
よ
り
小
竹
類
持
出
夫
五
百
四
拾
人
、
十
一
月
に
は
夫
百
五
拾
人
、
薪
四
百
ゲ
な
ど
が

「
寸
志
夫
」
と
し
て
出
さ
れ
て
も
い
が
。

或
は
同
年
六
月
の
汐
留
夫
割
は
面
役
壱
人
に

つ
き
恰
土
・
志
摩
両
郡
壱
人

0
0四
三
四
宛
と
し
て
三
千
七
百
弐
拾
九
人
（
千
六
百
一
―
-
+

人
・
汐
留
土
持
夫
、
五
百
人
・
土
俵
持
込
夫
、
一
三
白
五
十
人
・
当
日
用
心
夫
、
六
百
四
人
・
前
々
日
用

心
夫
、
百
五
十
人
・
汐
智
翌
H
用
心
夫
、
一
一
一
百
人
・
当
日
夜
中
用
心
夫
）

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

に
は
『
郡
中
の
人
夫
を
鵬
』
う
た
と
云
わ
れ
る
が
、

を
比
す
予
定
で
あ
る

同
―
―
一
年
四
月
に
は
井
原

恐
ら
く
そ
れ
は
夫
役
に
賃
銭
を
支

五

が
、
こ
の
う
ち
尤
岡
触
触
千
四
百
五
十
九
人
、
御
床
触
千
―
―
―
百
四
十
一
人
、
井
原
触
几

（包

百
二
十
九
人
と
割
当
て
て
い
る
が
如
き
で
あ
る
。
か
4

る
場
合
に
は
辺
田
郡
家
役
所
よ

り
医
師
を
現
場
に
出
張
せ
し
め
出
夫
中
の
病
人
の
治
療
に
も
あ
た
ら
せ
て
い
る
の
で
あ

(311) 

っ
た
。
辺
出
潟
新
聞
は
相
当
の
年
月
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

応
の
事
情
を
窺
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

な
お
道
橋
普
請
は
領
主
や
暮
府
役
人
の
通
行
前
に
御
通
行
人
馬
1
1
交
通
夫
役
に
合
め

て
な
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
或
は
城
館
の
建
設
に
も
夫
役
が
と
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
支

ナ
ラ
シ

藩
直
方
の
元
誅
互
年
（
一
六
九
一
一
）
の
「
御
館
地
行
」
に
は
日
用
と
共
に
、
領
分
中
よ
り

『
御
杵
請
御
地
行
人
夫
御
加
勢
奉
仕
度
、
願
に
依
て
、
同
五
年
十
二
月
に
百
姓
別
一

H
宛
一
鰍
切

G

崖
）

G
”
)

に
触
ロ
・
庄
家
・
頭
百
姓
伍
連
御
加
勢
巾
上
候
』

と
見
え
、
右
の
楊
合
は
願
に
依
り
労
働
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
実
質
的
に
は

（
訟
）

夫
役
で
あ
っ
た
と
出
心
わ
れ
る
。
併
し
乍
ら
本
藩
の
『
御
要
害
御
作
事
ケ
所
附
』
ー
ー
享
保

以
蹄
文
政
に
至
る
、
但
し
、
享
保
以
前
は
年
番
や
奉
行
が
分
る
の
み
で
労
働
形
態
は
不
明
ー
を

窺
う
に
少
く
と
も
文
化
以
降
に
関
す
る
限
り
、
町
大
工
・
左
官
・
日
扉
を
召
仕
い
、

は
大
工
・
船
大
工
•
石
屋
そ
の
他
御
用
聞
の
請
負
（
時
に
は
入
札
請
負
）
で
あ
っ
て
、

の
場
合
夫
役
は
既
に
以
前
に
消
滅
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
が
。

べ
た
夫
役
に
も
「
賃
銭
雇
」
が
漸
次
増
大
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

記
録
は
断
片
的
に
せ
よ
夫
役
収
取
の

―
―
―
―
ー
ニ
ー
一
二
頁
。

註
田
長
政
公
御
代
御
書
出
令
条
。

③
竹
森
文
害
。
鞍
手
郡
誌
一
九
四
ー
六
頁
。

⑳
鞍
手
郡
誌
、
一
九
三
頁
。

団
同
右
、
一
九
七
頁
。

固
頓
野
村
古
記
、
同
右
ニ
―

-
0頁。

向
黒
田
新
続
家
譜
十
二
。
県
史
資
料
、
第
五
巻
、
二
四
九
頁
。

⑦
宝
腔
四
年
戌
九
月
郡
方
御
法
書
、
鞍
手
郡
誌
、
五
四
八
頁
。
村
夫
は
別
稿
に
述
べ
る
。

⑲
同
右
、
同
五
四
八
ー
九
頁
。
文
化
九
年
（
一
八
―
―
―
)
-
―
一
月
に
は
福
岡
の
上
人
橋
川
さ

ら
え
に
那
珂
郡
の
夫
役
を
用
い
た
。
『
上
人
橋
川
浚
方
来
十
日
j
十
二
日
迄
、
普
請
仕
組
之
通

一
般
に
本
項
に
述 此 或

右
の



近
枇
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

仕
閲
仮
事
、
那
珂
郡
中
六
百
人
出
保
由
云
々
』
(
-
―
一
奈
木
黒
田
文
占
、
郡
洞
御
用
頭
付
、
詞
年

同
月
八
日
の
条
）
。

⑨
前
掲
、
定
四
゜

⑩
鞍
手
郡
誌
、
一
―
―
―
―
一
五
頁
。

，
 1
1
同
右
―
二
六
四
、
冗
頁
。

9

,

 切

同

右

―

二

六

五

、

六

頁

。

岡
県
史
資
料
、
第
一
輯
、
一
二
八
一
—
三
頁
。

印
鞍
手
郡
誌
‘
―
二
三
三
、
四
頁
。

均
遠
賀
郡
誌
、
五
一

0
1冗
―
二
頁
。
県
吏
資
料
、
第
一
輯
、
一
二
七
一
一
頁
以
下
参
照
。

,
9
.
 
詢
鞍
手
郡
認
、
一
1

一
五
五
頁
以
下
。
県
史
賓
料
、
第
一
輯
、
一
1

じ
五
頁
以
下
参
照
。

9

9

 m
同
右
、
一
二
四
四
頁
以
下
。
同
右
三
七
四
ー
五
頁
。

⑱
朝
倉
村
外
一
一
ぷ
村
堀
川
土
木
組
合
、
堀
川
沿
革
考
（
プ
リ
ン
ト
版
）
。

⑲
県
史
資
料
、
第
一
輯
、
一
二
七
八
ー
＿
―
-
八

0
頁
参
照
。

（
 
Ol

同

右

一

1一六一

1Jro

2
 
', 

た
と
え
は
文
化
十
年
(
-
八
―
―
―
―
)
五
月
普
請
組
合
村
附
（
鞍
手
郡
応
‘
―
二
八
三
且
）

,＇ ー2
 

＇ー・

を
見
よ
。

）
 
22

こ
れ
に
つ
い
て
は
民
政
誌
略
（
県
史
資
料
第
一
輯
所
収
）
、
筑
前
の
新
開
村
（
県
史
料
叢

（
 毒
第
五
輯
）
序
参
照
。

ノヽ23

壱
作
・
柿
作
に
つ
い
て
は
小
野
一
常
、
田
怯
雑
話
（
近
枇
地
方
経
済
史
料
第
一
務
所
い
）

（
 参
叩
[
O

'
,
.
 
⑳
黒
田
新
続
家
諮
（
県
史
資
料
、
第
五
輯
、

1-
――一六頁）。

,
'
,
 
25

郡
役
所
記
録
（
県
史
資
料
、
第
四
斡
、
二
四
九
頁
）
。

⑱
直
方
市
香
月
文
書
。

面

以

K
は
一
一
苫
文
害
、
汐
睾
夫
闊
替
（
嘉
水
一
一
年
(
-
八
四
九
‘
)
辺
田
り
山
両
閃
御
新
間
御

用
諸
控
）
に
よ
る
。

⑱
嘉
｀
永
芝
年
四
月
、
辺
田
憶
新
阻
寸
志
夫
出
方
控
（
―
-
ぷ
占
文
門
]
)
。

四
同
年
六
月
、
辺
田
潟
新
開
御
用
品
控
（
同
右
）
。

,_、⑳
同
年
セ
月
、
汐
留
出
犬
往
仮
平
品
類
（
同
右
）
。

阻
類
野
村
古
記
（
鞍
手
郡
芯
三
一
頁
）
。

⑫

1

一
一
奈
木
黒
田
文
悶

山
方
（
山
林
）
に
関
し
て
も
諸
種
の
夫
役
が
あ
っ
た
。
尤
緑
一
二
年
（
一
六
九

0
)
三
月
に

(
［
）
 

は
『
御
国
中
山
方
支
配
、
御
郡
方
に
被
仰
け
、
山
方
夫
遣
御
免
之
事
』
と
あ
り
、
簡
単

な
記
事
（
本
文
は
既
に
亡
失
）
で
あ
る
た
め
附
確
さ
を
欠
く
が
此
の
時
期
に
山
方
の
夫
役

が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
更
に
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
十
＾
一
月
に
は
、

『
一
、
御
要
害
所
へ
御
植
立
松
苗
是
マ
テ
持
出
夫
銭
之
作
法
不
相
立
候
―
一
付
、
明
和
八
年
十
月
十

（
マ
、
）

五
日
弾
馬
殿
コ
リ
御
同
即
中
へ
被
仰
諜
候
処
、
御
要
害
ハ
格
別
之
義
―
―
付
、
夫
銭
之
沙
汰
1

不

（
尤
）

及
、
郡
夫
ヲ
以
テ
可
持
出
似
、
御
詮
儀
祖
決
侯
、
最
夫
留
之
内
二
候
者
、
夫
根
可
被
杞
淡
候
間
、

其
旨
相
心
得
候
様
一
一
同
日
従
弾
馬
殿
津
田
源
次
郎
（
被
仰
叫
候
事

C

2

]

 

十

二

月

日

』

と
お
り
、
要
害
所
松
貨
徊
立
に
は
郡
夫
を
無
信
で
使
役
し
た
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。

尤
も
こ
の
号
合
も
要
冑
所
に
て
格
別
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
齊
通
の
場
合
は
賃
銭
を

給
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
或
は
文
政
一
一
一
年
(
-
八
―

10)
正
月
恰
士
郡
雷
山
の

杉
苗
植
立
に
は
、
大
庄
屋
よ
り
村
々
に
対
し
、
『
当
春
宙
山
杉
苗
植
夫
一
二
拾
五
人
之
元
割

指
出
候
椋
御
山
方
か
披
仰
出
』
た
の
で
夫
三
拾
五
人
を
雷
山
・
三
坂
・
高
上
・
山
北
の
各

〔

3
）

村
に
夫
々
割
当
て
お
り
、
嘉
水
一
一
年
（
一
八
四
九
）
五
月
那
珂
郡
乙
金
村
に
て
山
之
口
両

ヅ
モ

II

人
が
山
方
の
松
虫
取
除
ケ
夫
の
夫
蹟
を
四
百
三
卜
人
と
見
込
み
、

そ
の
ほ
か
に
『
夫
積

旧
来
不
申
條
分
』
も
あ
る
が
、
右
の
旨
．
一
日
市
の
郡
家
へ
指
出
し
た
の
で
あ
っ
た
、
。
恐
ら

く
こ
れ
に
基
い
て
夫
役
が
謀
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
蘭
掲
せ
る
明
和
じ
年
・
文

一
蛤
培
）

政
二
年
の
郡
夫
の
規
定
に
は
、
「
御
国
境
山
々
わ
も
伐
山
焼
夫
」
・
「
渓
山
植
立
夫
」
・
「
郡

々
実
植
所
御
用
藪
年
結
イ
夫
」
・
「
御
用
核
楢
樫
実
取
夫
」
・
「
郡
仕
組
樹
手
入
茸
ハ
外
右
ニ

付
品
々
入
用
夫
」
等
々
が
見
え
る
。
し
か
も
之
等
の
夫
役
も
順
次
夫
銭
が
廿
え
ら
れ
る

に
至
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
3

前
述
文
政
三
年
正
月
の
一
mlIr
の
場
合
も
、

二
月
の
「
恰

士
郡
雷
山
村
庄
界
．

llJ
ノ
ロ
仕
上
ル
書
物
之
事
」
と
関
連
あ
る
と
す
れ
ば
「
賃
銭
植
立
」

lll-4

山

方

夫

役

c
 

芥．



な
捻
附
和
・
文
政
の
郡
夫
・
村
夫
定
害
に
は

初
期
に
は
そ
う
し
た
詰
夫
は
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

rj-5

其

他

の

夫

役

［
 註
(5) (4) (3) (2) (I} 

郡
役
所
記
録
、
県
史
資
料
、
第
四
輯
、
1

1

――――二頁。

福
岡
藩
山
方
法
令
、
日
本
林
制
史
資
料
、
罰
岡
藩
、
―
二
四
頁
。

語
案
書
記
録
、
同
右
二
六
七
且
。

乙
金
村
主
屋
日
記
、
日
本
林
制
史
資
料
、
―
―
―
―
―
一
六
頁
。

日
本
林
制
史
費
料
、
二
六
八
頁
。

所
謂
「
諸
夫
」
で
あ
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
闊
長
十
二
年
（
一
六
0
七
）
パ
月
の

（も

長
政
「
掟
」
に
は
『
諸
夫
停
止
之
事
』
と
見
え
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、

「
御
用
鳥
打
•
生
雲
雀
キ
捕
＝
一
指
出
候

勢
子
・
持
送
り
夫
」
・
「
犬
鳴
谷
人
参
畠
仕
イ
調
夫
」
・
「
御
味
爪
畑
御
用
之
諸
品
々
伐
持

出
夫
」
客
々
が
見
i

え
て
お
り
、
そ
の
実
態
は
分
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
交
言
か
ら
推
す
と

領
主
の
租
的
要
求
の
色
彩
の
誤
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
も
多
い
。

註
①
こ
の
ほ
か
筑
前
旧
租
要
略
（
県
史
資
料
、
第
十
輯
）
四
七
三
只
も
参
照
。

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

(
5
)
 

で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
も
か
く

以
上
は
最
も
直
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
他
雑
多
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
後
年
の
史
料
で
あ
っ
て
根
本
史
料
を
欠
く
け
れ
ど
も
、
初
期
に
は
「

F
百
夫
」
な

る
も
の
が
あ
り
、
常
時
福
岡
に
詰
め
又
他
国
へ
も
伴
わ
れ
雑
用
に
使
役
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
が
後
に
代
納
さ
れ
て
「
三
合
夫
米
」
と
な
っ
た
と
一
本
う
。
文
化
九
（
了
八
―
―
―
)

申
年
「
鴬
」
（
三
奈
大
黒
田
文
書
）
に
は
次
の
如
ぐ
見
え
る
。

『
三
合
夫
米
ハ
長
政
公
御
代
千
石
夫
卜
唱
へ
、
郡
々
田
晶
之
高
―
3

掛
千
石
＝
一
付
夫
壱
人
宛
、
常
ハ
福

岡
ェ
相
詰
、
江
I
•

長
崎
へ
も
被
伍
連
、
其
外
様
々
之
御
用
被
召
仕
、
忠
之
公
御
代
二
窄
候
て
も

同
様
二
て
、
御
台
所
御
代
官
賄
―
―
付
一
二
十
日
交
代
―
一
て
、
御
代
官
壱
人
夫
一
―
―
十
人
宛
召
連
、
御

台
所
江
相
詰
、
彼
是
百
姓
及
困
窮
候
―
一
付
、
夫
銀
被
召
上
、
人
足
服
立
二
て
詰
夫
御
免
二
成
、

尚
又
其
己
後
右
之
銀
ヲ
米
―
―
直
ジ
田
畠
荒
高
壱
石
二
付
、
町
升
三
合
宛
、
上
納
被
仰
付
、
御
下

(
1
)
 

男
・
御
掃
除
坊
主
被
召
抱
侯
事
』

五

前
節
の
中
に
含
め
て
考
察
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
領
主
自
体
の
た
め
、
ま
た
領

国
の
統
治
・
支
配
そ
れ
自
体
の
た
め
に
収
取
さ
れ
た
も
の
と
、

に
あ
み
述
ま
れ
た
藩
の
代
官
・
役
人
が
そ
の
役
務
遂
行
の
た
め
送
人
馬
そ
の
他
を
収
取

そ
の
統
治
・
支
配
機
構

即
ち
仇
官
・
役
人
の
夫
役
収
取
は
領
主
l
1
藩
庁
が
一
定
の
限
界
内
に
於
て
特
に
認
め

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
古
く
は
慶
長
十
七
年
（
一
ぃ
ハ
―
―
―
)
九
月
に
給
人
方
の
百
姓
夫
役

を
一
ヶ
月
―
-
．
日
と
規
定
す
る
と
共
に
『
歳
納
百
姓
人
刈
一
ヶ
月
―
―

/
H
宛
代
官
可
召
遣

寮
』
と
特
に
昨
可
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

止
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
几
科
四
年
（
一
六
一
八
）
二
月
に
は
『
諸
代
官
共
歳
入
分
之

(
2
)
 

百
姓
白
分
之
用
二
支
遺
い
た
し
候
低
一
切
停
士
申
付
候
』
と
見
え
、
藩
庁
の
許
可
．
承

認
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
領
民
よ
り
の
夫
使
役
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

博
多
の
了
g-

者
へ
の
夫
役
で
あ
る
が
『
竹
中
与
右
衛
門
殿
、
秋
月
へ
御
引
越
二
付
人
足
馬
出
し
申
事
』

と
あ
る
が
如
き
で
あ
っ
た
。
元
文
二
年
八
月
に
は
、

、
、
、
、
、

『
田
方
ぢ
検
見
郡
奉
行
・
郡
代
罷
出
候
節
、
送
り
迎
の
人
馬
、
検
見
を
望
候
村
よ
り
此
以
後
指
出

、
、
、
、
、
、
ヽ
(
4
)

可
申
候
、
検
見
を
請
ぷ
申
候
郡
村
の
人
馬
曽
て
召
仕
申
間
鋪
候
事
』

罷
出
候
諸
役
人
中
荷
物
次
送
リ
人
馬
之
事
』
の

し
か
も
、

と
見
え
、
ま
た
明
和
九
年
の
郡
夫
の
規
定
中
に
は
『
品
々
諸
御
用
二
付
定
格
二
諸
口
ふ

項
目
が
あ
り
、た

と
え
ば
、

『
但
不
時
二
罷
出
侯
諸
役
人
之
無
貨
人
馬
、
両
市
中
コ
リ
宿
次
ハ
町
奉
行
舷
出
往
来
証
拠
ヲ
以
可

摺
出
候
、
郡
中
二
而
之
人
馬
ハ
一
切
郡
奉
行
、
人
馬
証
拠
無
之
分
ハ
堅
指
出
申
間
舗
候
、
私
用

キ
ニ
-
岡
罷
出
候
家
中
一
一
而
も
御
定
之
貨
銭
払
之
分
ハ
両
人
か
先
触
指
出
候
ハ
ヽ
、
人
馬
無
滞
指
C

5

)

 

出

、

賃

銭

無

滞

請

取

可

申

事

』

と
し
、
人
馬
数
に
つ
い
て
も
詳
細
な
規
定
が
あ
る
わ
け
で
、

従
っ
て
代
官
の
勝
手
な
夫
仕
い
は
最
も
漿

し
得
た
の
と
は
二
応
区
別
し
て
窺
う
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

一
一
、
代
9ri
．
掃
庁
役
人
ー
|
心
叫
民
の
夫
役
収
取
関
係

②
長
政
公
御
代
御
内
用
令
条
。



藩
庁
の
代
官
・
役
人
に
対
す
る
規
制
は
、

と
あ
り
、
身
分
に
よ
り
そ
の
使
役
し
得
る
人
馬
数
が
異
な
っ
て
お
り
、

諸
組
付

八
人
二
疋

知

方

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

『
在
宅
役
人
引
越
人
馬
渡
方
定

一
、
人
足
百
五
拾
人

(

-

、

馬

拾

五

疋

1

、

人

足

拾

七

人

一
、
馬
―
―
―
疋

小
使
小
役
人

之
類

右
人
馬
福
岡
か
郡
々
江
引
越
候
節
ハ
宿
次
、
郡
々
か
福
岡
江
引
越
之
節
ハ
郡
継
之
事

一
、
引
越
之
面
々
家
内
無
拠
趣
有
之
、
定
之
人
馬
二
及
不
足
候
ハ
ヽ
、
其
訳
可
ヒ
申
出
候
、
誇
儀

之
上
増
人
馬
可
相
渡
候
事

明
和
七
年
寅
十
月

こ
七
七

Q)

数
に
て
不
足
す
る
時
は
特
に
願
出
て
増
人
馬
を
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
藩
の
規
制

の
強
さ
を
窺
う
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

同
様
な
こ
と
は
参
勤
交
替
や
長
崎
往
来
等
の
節
に
各
宿
泊
先
で
役
人
の
た
め
に
雑
用

を
弁
ず
る
宿
内
夫
・
内
夫
に
つ
い
て
も
云
え
る
わ
け
で
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
＋
月
に

は
、
『
宿
内
夫
之
儀
只
今
迄
何
人
二
て
も
相
渡
来
候
得
共
、
此
己
後
左
之
通
に
相
渡
候

事
』
と
し
て
内
夫
渡
し
方
の
人
数
を
家
老
衆
に
五
人
、
中
老
衆
・
御
用
勤
衆
に
四
人
…

(
7
)
 

…
…
等
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
様
に
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
も
見
え
て

(

8

)

 

い
る
。

彼
等
が
役
向
を
以
て
村
方
に
出
郷
・
宿
泊

す
る
場
合
に
も
賄
方
や
宿
主
へ
の
切
銭
渡
方
等
に
つ
い
て
規
定
い
‘
或
は
役
人
出
郡
の

際
に
人
足
を
『
御
渡
被
仰
付
、
御
賄
ハ
村
賄
被
仰
付
候
加
』
と
逹
し
て
い
る
な
ど
藩
自

体
の
権
力
に
よ
る
規
制
の
強
さ
と
関
連
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
か
＼
る
夫
役
も
決
し
て
純
然
た
る
無
償
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
ー
ー
ー

初
期
は
と
も
か
く
ー
ー
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
「
御
参
勤
御
上
下
御
成
達
人
馬
賃
銭

定
」
の
「
役
人
荷
物
送
り
人
馬
並
内
夫
飛
脚
賃
銭
定
」
に
は
左
表
の
如
く
賃
銭
が
定
め

(
1
1
)
 

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
、
人
足

一
、
馬

一
、
人
足

一
、
馬

切

百
人
拾
疋

又
規
定
の
人
馬

扶

＾ L={； 
‘ 

註
い
②
長
政
公
御
代
御
書
出
令
条
（
三
奈
木
、
黒
田
文
書
）
。

③
博
多
津
要
録
、
巻
四
゜

山
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
九
月
郡
方
御
法
書
、
鞍
手
郡
誌
、
五
四
九
頁
。

向
前
掲
「
定
書
」
。
な
お
文
政
二
年
の
定
書
に
は
、
＊
の
間
は
『
御
家
中
之
面
々
旅
行
＝
ー
而
先

鰍
差
出
候
分
ハ
』
と
変
つ
て
い
る
。
意
味
に
大
差
は
な
い
。

⑤
藩
政
一
般
作
法
。

の
郡
役
所
記
録
、
県
史
資
料
、
第
四
輯
、
三
九
三
、
四
頁
。

⑧
藩
政
一
般
作
法
の
内
夫
定
。
な
お
鞍
手
郡
誌
七
五
一
頁
に
も
見
ゆ
。

⑨
郡
役
所
記
録
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
・
同
一
二
年
（
一
七
四
三
）
・
延
享
三
年
（
一
七
四

六
）
・
宝
暦
十
年
（
一
七
六

0
)
等
。
県
史
資
料
、
第
四
輯
、
一
1

一六

0
ー
ニ
頁
、
三
七
―
|
-
―
―

頁
、
一
二
九
三
ー
四
頁
、
四
一
八
頁
。
な
お
寛
保
三
年
の
も
の
は
文
化
十
年
（
一
八
―
―
―
-
）
七

月
に
も
同
様
逹
せ
ら
れ
て
い
る
（
藩
政
一
般
作
法
）
。

即
日
本
林
制
史
資
料
、
福
岡
藩
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
二
月
、
一
―

1
0
一頁。

旧
鞍
手
郡
誌
、
七
四
二
、
一
1

一頁。

四
、
給
人
ー
ー
知
行
地
農
民
の
夫
役
収
取
関
係

徳川期に於ては地方知行制は漸次消滅しつ4あったのが大勢であり、隣

藩小倉藩では延宝六年（一六七八）、久留米藩では宝永七年（一七一0)、或は

種 別 1賃銭

荷物送り行駄夫l半里以下人足 1人 34文

馬 1疋 36 

1里以上人足 1人 40 

馬 1疋 60 

内夫 (1人二付）昼夜 60 

役人諸見分終日勤(1人） 80* 

福岡飛脚夫(1日1人） 120 

（上鞍手より）

他郡之内飛脚 1里二付 40 

五
四

＊夫留の時は100文である。

安政2年の米価は1俵 (3斗3升

入）が53匁（閏7月）～35匁 (10,

11月）である（鞍手郡誌 p.762)。



近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

る
。
即
ち
、

五
五

主
ll給
人
の
恣
意
的
収
取
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

勿
論
か
4
る
法

を
眼
目
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

い
る
。

買
い
そ
の
運
搬
は
百
姓
に
な
さ
し
め
る
こ
と
、

年
貢
津
出
六
里
分
の
運
搬
夫
役
に
つ
い

し
て
「
自
分
納
」
を
な
さ
し
め
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

地
頭
の
中
で
も
上
層
武
士
の
場
合
後
期
ま
で
一
円
村
を
お
さ
え
、

柳
河
藩
で
は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
蔵
米
知
行
に
転
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る

が
、
福
岡
藩
に
お
い
て
は
、
変
質
し
つ
＼
も
地
方
知
行
制
は
幕
末
ま
で
存
続
し
た
の
で

あ
っ
て
、
馬
廻
り
百
石
以
上
の
武
士
は
郷
村
に
知
行
地
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
を
知
方
・

地
頭
と
云
い
、
知
行
地
農
民
を
軒
付
百
姓
と
云
っ
た
。
村
に
よ
り
地
頭
の
「
御
一
円
村
」

あ
り
、
或
は
数
人
の
給
人
や
藩
蔵
入
地
が
錯
綜
し
て
い
る
村
も
あ
っ
た
。
軒
付
百
姓
は

ぱ
じ
め
明
確
で
あ
り
、
名
寄
帳
に
も
「
誰
々
様
知
行
分
」
と
し
て
一
筆
毎
の
士
地
と
士

地
所
持
者
た
る
農
民
を
明
確
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
が
、
後
に
は
農
民
間
の
田

畠
売
買
・
譲
渡
等
の
進
展
す
る
に
つ
れ
て
混
乱
し
、
単
に
村
の
総
高
の
内
よ
り
永
倉
払

・
給
知
払
夫
々
の
貢
租
額
を
村
役
人
の
も
と
で
ふ
り
わ
け
て
納
め
る
に
至
っ
た
。
勿
論

自
ら
の
代
官
を
派
遣

そ
れ
以
下
の
層
に
な
る
と
直
接

(

1

)

 

自
ら
知
行
地
よ
り
の
貢
租
の
収
納
に
あ
た
る
こ
と
な
く
「
定
為
替
」
を
以
て
藩
の
御
蔵

を
通
し
て
得
た
わ
け
で
蔵
米
知
行
に
相
当
近
接
し
つ
し
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
地
頭

卜
知
行
所
村
ト
ノ
関
係
2

種
々
様
々
ノ
趣
多
ク
有
ル
モ
ノ
也
」
と
云
わ
れ
知
行
制
の
実

(
3
)
 

態
は
未
だ
明
か
な
ら
ざ
る
点
が
少
く
な
く
今
後
の
解
明
が
望
ま
れ
る
。
と
も
か
く
他
藩

の
如
く
地
方
知
行
制
が
全
廃
さ
れ
た
の
で
は
な
く
漸
次
名
目
化
し
つ
＼
変
質
し
つ
＼
あ

っ
た
と
は
云
え
幕
末
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
は
福
岡
藩
の
特
徴
で
あ
ろ
う
—
—
—
殊
に
大

身
の
家
の
中
に
は
維
新
後
に
も
知
行
所
の
村
・
村
民
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て

さ
れ
ば
地
頭
は
給
分
と
し
て
知
行
地
と
軒
付
百
姓

ll知
行
地
農
民
を
一
応
把
握
し
て

い
る
わ
け
で
（
多
様
性
は
あ
っ
た
に
せ
よ
）
、
貢
租
と
共
に
夫
役
を
も
収
取
し
得
た
の
で

あ
っ
た
。
慶
長
十
七
年
（
一
六
―
―
―
)
の
長
政
の
法
令
は
給
人
・
代
官
に
対
す
る
諸
規
制

こ
の
中
に
も
給
人
に
対
す
る
夫
役
を
見
出
す
の
で
あ

『

掟

一
、
給
人
方
百
姓
使
之
儀
人
別
一
ヶ
月
―
―
―
―
一
日
宛
り
可
召
逍
事
、

付
、
福
岡
普
請
百
姓
罷
出
候
時
者
、
右
之
人
使
停
止
之
麦
、
四
月
・
五
月
両
月
ハ
召
遮
ま
し
く

事
、
付
、
給
人
国
中
二
而
普
請
之
時
、
役
目
人
高
拾
人
二
付
、
百
姓
一
人
宛
詰
夫
可
申
付
事

一
、
（
略
）

一
、
給
人
方
わ
ら
草
之
儀
一
荷
―
―
付
テ
四
尺
縄
ニ
テ
六
束
、
米
六
合
宛
、
糠
者
石
別
五
合
宛
代
物

G

所

力

)

‘

、

、

、

、

、

、

、

、

ヲ
相
渡
、
知
行
取
―
―
て
買
、
福
岡
へ
百
姓
に
消
さ
せ
可
申
候
、
但
一
ヶ
月
一
三
一
日
宛
り
之
人
遣

之
内
可
令
算
用
事

一
、
（
略
）

一
、
津
出
之
鏃
六
里
分
百
姓
よ
り
出
し
可
申
事
、
附
川
内
の
儀
も
同
前
の
事

（
以
下
略
）

右
、
於
相
背
者
可
処
罪
科
者
也

慶
長
十
七
九
月
朔
日

と
あ
り
、
百
姓
人
別
一
ヶ
月
三
日
宛
の
夫
役
収
取
を
許
す
と
共
に
、
福
岡
普
請
（
特
に
城

普
請
か
）
に
藩
と
し
て
百
姓
使
役
す
る
場
合
や
四
月
・
五
月
の
農
繁
期
に
お
い
て
は
夫

遣
い
を
禁
止
し
、
国
中
に
て
普
請
の
時
の
詰
夫
の
許
可
更
に
、
わ
ら
草
は
知
行
所
に
て

て
令
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
国
中
普
請
の
ほ
か
に
慶
長
十
八
年
（
一
六
―
―
―
―
)
+

二
月
の
掟
に
は
『
他
国
普
請
之
時
自
是
知
行
所
給
人
役
目
拾
人
に
付
人
足
一
人
之
割
―
―

(

5

)

 

可
召
仕
事
』
と
も
あ
り
、
或
は
慶
長
十
七
年
八
月
に
は
『
国
中
給
人
分
蔵
作
り
申
候
〈
、

(
6
)
 

竹
木
共
給
人
と
し
て
買
候
而
百
姓
召
遣
立
可
申
事
』
と
見
え
、
こ
の
場
合
も
知
行
所
の

百
姓
を
召
使
う
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

此
等
の
史
料
を
通
じ
て
窺
え
る
こ
と
は
代
官
・
役
人
の
場
合
と
同
じ
く
藩

ll
領
国
大

名
に
よ
る
規
制
の
強
さ
で
あ
ろ
う
。

即
ち
知
行
地
農
民
で
あ
る
か
ら
と
て
決
し
て
知
行

長

政

諏
戸

判
ヽ
64  

、-



月
に
も
、

る
が
、
と
も
か
く
年
貢
の
増
徴
乃
至
そ
の
軽
減

ll復
活
に
伴
い
、

納
物
1
1
雑
租
が
廃
止

従
前
ど
お
り
知
行
所
よ
り
諸
種
の
「
納
物
」
を

ー王

ll

-u-a,

＇` 

近
冊
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

令
が
屡
々
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
給
人
の
恣
意
的
収
取
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

な
い
で
あ
ろ
う
。
併
し
領
国
の
楠
造
そ
の
も
の
は
漸
次
そ
れ
を
排
除
し
て
ゆ
く
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
史
料
は
欠
く
の
で
あ
る
が
、
元
文
五
年
（
一
七
四

0
)
十
一
月
に
は
、

（
マ
マ
）
、
、
、
、
、

『
一
、
先
年
五
歩
増
免
之
節
、
紛
也
一
ー
至
、
知
行
夫
召
仕
候
俵
相
止
候
、
近
来
右
増
免
不
残
御
用

ヽ
‘
.

拾
二
候
故
、
向
後
左
之
通
夫
仕
可
有
事

家
老
中
始
、
知
行
販
之
面
々
百
石
―
―
付
式
人
宛
召
仕
可
申
事

（ママ)

附
り
十
二
月
十
日
以
後
年
内
勝
手
次
第
一
乏
ク
召
仕
可
申
候
、
昼
食
狼
米
七
合
五
勺
宛

相
渡
召
仕
可
申
候

一
、
年
始
節
旬
知
行
所
か
地
顕
江
納
物
前
々
之
通
た
る
へ
き
事

と
あ
り
、
さ
き
に
年
貢
五
歩
増
徴
に
よ
り
知
行
所
よ
り
の
夫
役
収
取
が
止
ん
で
い
た
が
、

も
収
取
し
得
た
こ
と
を
知
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
九
月
に

『
一
、
在
郷
五
歩
増
免
、
去
々
年
壱
歩
御
免
、
当
年
よ
り
四
歩
増
、
不
残
被
差
免
候
事

五
歩
増
免
被
召
上
候
付
、
古
来
よ
り
納
来
候
品
々
被
差
免
慨
候
、
五
歩
増
免
御
免
被
成
候
付
、
(
8
)
 

右

納

来

候

品

々

可

相

納

事

』

右
の
場
合
は
単
に
知
行
所
の
み
に
限
ら
れ
ず
全
藩
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

さ
れ
た
り
、
復
活
さ
れ
た
り
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
十
二

『
一
、
門
松
、
知
行
所
方
角
御
山
よ
り
可
被
伐
渡
候
、
持
出
し
之
百
生
共
え
相
対
次
第
狼
米
と
も
(

9

)

 

可

相

渡

候

事

、

右

門

松

之

外

五

節

旬

納

め

用

品

、

御

用

捨

之

事

』

と
見
え
、
恐
ら
く
此
の
年
は
享
保
の
大
飢
饉
「
在
郷
大
変
」
の
時
で
あ
っ
た
が
故
に
、
納

物
（
詰
夫
を
含
め
て
）
を
免
除
し
、

こ
と
4

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
ゞ
門
松
の
伐
出
し
の
み
は
根
米
を
与
え
て
召
仕
う

か
々
る
納
物
は
年
始
・
三
月
・
五
月
の
節
句
や
盆
入
用
の
品
々
で
あ
り
、
知
行
百
石

叉
年
始
に
は
詰
夫
を
も
含
ん
で
い
応
。
云
わ

し
か
も
「
納
物
」
（
そ
の
た
め
の
入
用
夫
・
詰
夫
を
含
め
て
）
は
藩
財
政
の
窮
乏
、
知
行
主

の
窮
乏
に
伴
い
、
中
期
以
降
は
廃
止

(11年
貢
の
増
徴
|
ー
米
年
貢
へ
の
統
一
化
・
代
納
）
と

復
活
の
交
替
・
変
動
を
繰
返
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
幕
末
期
に
も
『
犀
敷
＝
―

ヨ
リ
テ
〈
納
モ
ノ
代
金
上
納
ス
ベ
キ
旨
、
村
方
―
―
請
求
ス
ル
＾
ー
叫
』
と
あ
る
わ
け
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
「
地
頭
納
物
」
が
幕
末
ま
で
存
続
し
た
こ
と
は
藩
政
一
般
作
法
や
田
制

此
等
の
納
物
の
運
搬
に
は
人
夫
を
要
し
又
「
年
始

入
用
」
の
う
ち
に
は
筵
・
幸
木
・
橙
・
譲
り
葉
…
；
：
等
と
並
ん
で
詰
夫
弐
人
（
百
石
に
付
）

が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
明
和
七
・
文
政
二
年
の
郡
夫
・
村
夫
の
定
書

に
は
「
村
役
二
可
相
立
定
」
の
う
ち
に
『
地
頭
納
物
之
＊
』
と
あ
り
、
更
に
同
じ
く
村

役
の
中
に
『
村
々
納
地
頭
用
品
々
入
用
夫
之
事
』
と
も
見
え
る
。

田
制
貢
租
調
壺
に
よ

れ
ば
埴
頭
の
吉
凶
そ
の
他
に
応
じ
種
々
の
納
物
を
献
げ
た
と
云
う
か
ら
後
者
は
か
し
る

の
品
々
を
付
届
け
る
人
夫
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

来
同
様
ノ
者
ニ
テ
、
地
頭
ヲ
サ
シ
テ
旦
那
様
卜
称
ス
、

(13) 

奉
リ
タ
ル
事
ヲ
習
慣
ト
シ
』
た
も
の
で
あ
り
、

続
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ョ
リ
テ
年
中
色
々
ノ
納
モ
ノ
ヲ

一
応
儀
礼
的
と
云
え
ば
た
し
か
に
そ
う

で
あ
る
が
、
併
し
地
頭
の
家
と
農
民
の
家
を
結
ぶ
根
強
い
主
従
関
係
の
表
現
と
し
て
存

福
岡
県
内
務
部
、
筑
前
国
各
藩
田
制
貢
租
調
査
に
は
『
地
頭
ノ
内
、
遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
摩

そ
れ
は
『
地
ヲ
作
ル
百
姓
ハ
家

と
も
か
く
我
々
が
幕
末
ま
で
確
実
に
見
得
る
地
頭
へ
の
夫
役
は
、

臨
時
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

は
次
の
如
く
逹
せ
ら
れ
て
い
た
の
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

増
徴
止
み
た
る
故
に
夫
役
も
復
活
し
、

貢
和
調
査
に
依
り
明
ら
か
で
あ
り
、

匡 7

ば
中
冊
の
「
公
事
]
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

に
つ
き
夫
々
物
品
の
数
量
が
決
め
ら
れ
、

五
六

地
頭
屋
敷
へ
納
物



近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諾
形
態

一
、
根
よ
も
き

か

や

家
智
少
し

一

、

幸

木

一

、

栗

笹

一
、
ト
糊
一
方

一
、
も
ろ
む
き

一

、

立

花

一

、

詰

犬

一
、
よ
も
き

．
穂
波
ノ
各
郡
．
―
ァ
知
行
プ
拝
領
ジ
タ
ル
ハ
其
郡
ノ
硯
来
不
残
、
御
登
ヒ
米
ト
テ
江
い
御
屋

舗
ノ
御
校
米
、
外
、
大
坂
御
蔵
元
・
・
積
登
セ
―
ー
ナ
レ
バ
現
米
ヲ
以
テ
福
岡
屋
敷
ヘ
ハ
不
相
納
、

是
ヲ
福
岡
納
ノ
部
々
ニ
テ
為
替
ニ
テ
相
納
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
是
ヲ
本
知
ノ
外
―
一
定
為
替
卜
唱
へ
』

た
と
あ
る
（
七
五
貞
）
が
、
必
ず
し
も
右
の
四
郡
に
限
ら
ず
、
他
の
郡
で
も
「
定
為
杵
」
に

よ
る
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
っ
て
（
た
と
え
ば
捻
七
郡
ー
一
一
戸
占
文
書
）
必
ず
し
も
「
登
せ
米
」

の
故
の
み
で
な
く
、
大
身
な
ら
ざ
る
武
士
は
藩
の
貢
租
収
販
機
構
に
依
存
し
た
方
が
よ
く
、

し
か
も
藩
庫
や
他
の
「
銀
ヒ
」
よ
り
随
時
楷
川
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
苑
引
も
行
わ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

②
田
雙
只
肌
調
査
、
七
五
頁
。

③
櫓
垣
元
吉
氏
に
よ
れ
ば
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
一
1

一
）
に
同
中
物
成
の
平
均
化
と
同
叫
に
給

人
米
地
の
「
自
分
文
配
」
を
佐
止
し
、
支
藩
た
る
秋
月
で
も
同
年
家
中
二

r伍
以
下
の
「
給

知
集
販
立
伏
官
」
が
設
け
ら
れ
た
と
云
う
（
日
本
文
化
風
七
記
、
九
州
篇
、
六
六
頁
）
注
目

す
べ
含
こ
と
を
担
摘
さ
れ
て
い
る
。

切
長
政
公
御
伏
御
饗
出
令
条
、
県
史
資
料
、
第
一
輯
、
一
六
八
頁
。

⑥
⑥
長
政
公
御
代
御
古
出
令
条
。

り
郡
方
御
法
苔
（
三
苫
文
当
）
。

囮
郡
役
所
記
釦
（
県
史
資
料
、
第
四
輯
、
二
七
二
直
）
。

9

同

右

（

同

二

九

六

直

）

。

10

「
藩
政
一
般
作
法
」
に
左
の
如
く
見
え
る
。

「

百

｛

―

-

付

納

物

一
、
筵
拾
枚
内
壱
枚
は
か
ま
す

一
、
橙
十
プ

ス
グ

一
、
勝
り
窃
壱
把

fH
五
わ
か
ら
げ

一
、
渡
り
葉
一
把

一
、
根
ま
つ
十
本

一
、
餅
突
杯
十
本

右
年
始
入
用

一
、
田
螺
子
三
合

右
一
―
一
月
入
川

一
、
粽
か
や
壱
把
但
二
尺
f

五
升

壱
把
セ
把
但
三
十
葬

一
把
十
本
弐
人

五
七

右
五
月
入
用

r
モ

一
、
生
霊
菰
壱
枚

一
、
め
ん
と
う
萩
装
巴

右
盆
入
用
已
上

田
制
貢
祖
調
査
七
八
貞
に
は
更
に
諸
種
の
「
納
物
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

illm
田
制
貢
机
閲
査
、
七
八
頁
。

均
前
掲
元
文
五
年
の
規
定
も
、
か
入
る
年
始
入
用
の
た
め
の
詰
夫
を
十
二
月
十
日
以
後
は
勝

手
次
第
に
使
役
し
得
る
こ
と
を
云
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
田
制
頁
租
調
査
七
八
頁
に
は
、

「
ビ
チ
ッ
キ
夫
・
袖
除
夫
、
下
屋
敷
―
―
一
人
．
↓
人
宛
り
相
勤
ム
」
と
あ
り
。

村
役
人
（
大
庄
屋
・
庄
屋
・
名
主
．．．． 
）
が
村
民
よ
り
夫
役
を
収
取
し
得
た
事
例
ぱ
全
国

(
1
)
 

各
地
に
於
て
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
c
／
勿
論
村
控
人
に
は
各
地
と
も
戦
国
期
士
豪
の
末
裔

多
く
、
先
祖
伝
来
の
土
地
に
前
代
以
来
の
社
会
関
係
を
持
ち
こ
み
つ

4
土
着
し
て
い
て
、

村
の
親
方
百
姓
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

ー
夫
役
の
収
取
は
当
然
あ
り
得
た
わ
け
で
あ
る
C

も
の
を
除
く
と
、

そ
の
意
味
か
ら
は
手
方
よ
り
の
奉
仕

従
つ
て
村
役
人
と
し
て
の
地
位
に
基

き
夫
役
を
収
取
し
得
た
の
か
、
そ
れ
と
も
地
主
・
親
方
百
姓
と
し
て
収
取
し
得
た
の
か

問
題
で
あ
ろ
う
し
、
実
態
は
相
互
に
混
融
・
交
錯
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。

福
岡
藩
額
に
於
て
も
戦
国
期
の
士
豪
は
一
部
近
世
大
名
の
家
臣
団
に
編
み
こ
ま
れ
た

多
く
は
士
豪
的
雄
主
と
し
て
、
更
に
大
庄
屋
・
庄
岸
と
し
て
濡
の
郷

C
2
)
 

村
統
治
機
構
の
最
末
端
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
而
し
て
次
に
引
用

す
る
史
料
の
場
合
の
如
き
は
明
ら
か
に
村
役
人
と
し
て
の
地
位
・
身
分
に
於
て
夫
役
の

収
取
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
宝
貯
十
三
年
（
一
七
六
『
一
）
に
大
庄
屋
に
関
し

て
、
『
諸
御
用
状
・
触
状
、
村
継
急
御
用
共
村
夫
直
飛
脚
遣
候
事
、
福
岡
井
触
下
江
出
候

五

、

村

役

人

ー

村

民

の

夫

役

収

取

関

係

一
、
麻
か
ら

壱
把

巳



『
然
―
―
村
役
御
免
被
下
候
上
、
給
米
を
も
相
渡
候
儀
ぇ
一
候
得
は
、
猥
二
日
姓
ヲ
召
仕
候
類
、
打
之

0
7
)
 

間
敷
儀
ハ
勘
弁
前
之
事
ニ
テ
候
へ
共
、
為
念
相
逹
候
』

と
逹
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
福
岡
藩
の
す
ぐ
隣
境
の
中
津
領
・
筑
前
恰
土
郡
有
田
村
で

(
8
)
 

は
庄
屋
に
つ
い
て
、
『
助
人
夫
之
俄
9

村
中
百
姓
一
人
宛
二
度
宛
前
々
ヨ
リ
屈
来
申
候
』

と
あ
り
、
ま
た
唐
津
藩
で
も
『
村
中
百
姓
、
無
足
人
迄
年
中
三
日
宛
其
村
庄
屋
方
へ
屈

(
9
)
 

来
申
候
』
と
あ
り
、
（
ャ
ト
イ
は
当
地
方
で
は
夫
役
の
こ
と
で
あ
る
、
）
い
づ
れ
も
夫
役

の
内
容
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
せ
ず
純
然
た
る
租
用
に
も
召
仕
い
得
た
か
と
も
思
わ
れ

召
仕
う
こ
と
は
賄
ず
る
所
で
あ
っ
た
。
天
保
年
代
で
あ
る
が

罷
出
候
節
、
郡
夫
・
村
夫
召
仕
申
間
敷
候
事
』
と
あ
っ
て
、

郡
夫
・
村
夫
の
召
仕
い
を

(
5
)
 

村
夫
召
仕
を
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
、

近
世
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

(
3
)
 

節
郡
夫
壱
人
宛
召
仕
候
儀
勝
手
次
第
一
一
候
事
』
と
あ
り
、
庄
屋
に
つ
い
て
も
『
福
岡
江
罷

(
4
)
 

出
候
節
ハ
無
拠
荷
物
持
セ
候
節
村
夫
壱
人
召
連
候
事
』
と
見
え
、

も
つ
と
も
、
こ
れ
よ
り
さ
き
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
四
月
の
「
大
庄
屋
へ
申
渡
党
」

に
は
、
『
御
用
は
申
に
不
及
、
社
用
に
て
福
岡
江
罷
出
候
節
、
叉
は
在
郷
に
て
御
用
に
付

槃
じ
、
同
時
に
「
村
庄
屋
へ
申
渡
覚
」
に
も
、

実
際
に
は
御
用
・
私
用
に
召
仕
う
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
右
の
禁
止
は
む

し
ろ
同
じ
法
令
に
て
、
大
庄
屋
・
庄
屋
の
給
米
を
規
定
し
、

盤
備
し
て
い
る
こ
と
＼
関

連
し
て
考
慮
す
べ
き
で
、
「
役
料
」
と
し
て
大
庄
屋
給
米
・
庄
屋
給
米
を
給
せ
ら
れ
る
が

夫
役
の
収
取
を
禁
じ
た
も
の
で

故
に
、
そ
れ
を
以
て
人
夫
を
雇
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、

c"）
 

あ
ろ
う
。
併
し
事
実
は
必
ず
し
も
法
文
が
そ
の
ま
＼
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
む
し
ろ

宝
暦
十
―
―
一
年
に
は
前
掲
の
如
く
規
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
は
藩
支
配
機
構
の
最
末
端
と
し
て
の
村
役
人
に
は
一
定
の
特

権
（
藩
収
取
の
夫
役
を
村
役
人
に
は
免
除
せ
る
も
そ
の
一
っ
）
と
共
に
、
給
分
・
役
料
と
し
て

許
可
さ
れ
た
眼
昇
内
に
お
け
る
夫
役
の
収
取
を
認
め
た
の
で
あ
っ
て
、

勝
手
に
農
民
を

い
は
幕
末
ま
で
長
く
続
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

郡
夫
・
村
夫
の
召
仕

る
が
、
福
岡
藩
の
場
合
は
む
し
ろ
藩
権
力
の
浸
透
・
規
制
が
強
く
、

勝
手
夫
仕
い
は
少
く
と
も
制
度
上
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

村
役
人
の
私
用
・

と
こ
ろ
で
か
＼
る
村
役
人
の
夫
仕
い
に
も
軽
徴
な
が
ら
も
賃
銭
を
支
給
す
る
よ
う
に

て
適
当
な
例
で
は
な
い
の
だ
が
一
応
の
推
定
を
助
け
る
の
で
引
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

即
ち
鞍
手
郡
の
庄
限
〔
大
庄
屋
格
〕
有
吉
八
次
郎
は
幕
末
に
「
御
救
焚
石
方
」
で
も
あ
っ

た
（
此
の
場
合
庄
屋
と
焚
石
方
は
全
然
別
個
の
も
の
の
よ
う
に
一
見
考
え
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
く
石
炭
産
出
の
村
方
の
庄
屋
た
る
資
格
に
於
て
焚
石
方
で
も
あ
っ
た
と
思
う
。
末
分
化
・

混
融
と
い
う
の
が
此
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
）
が
、
焚
石
百
斤
に
つ
い
て
銭
十
文
を
焚
石
会
所

両
会
所
・
福
岡
出
方

よ
り
渡
さ
れ
、
そ
の
中
の
銭
弐
文
は
『
北
ハ
方
年
中
召
仕
諸
飛
脚
、

(
I
O
)
 

召
連
夫
、
賃
銭
共
―
―
投
渡
』
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
直
接
人
夫
当
人
に
渡
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
『
庄
屋
一
己
の
了
簡
』
に
て
如
何
で
も
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
に
直
ち
に
積
極
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
時
代
の
動
向
を
一
応
窺

え
る
と
思
う
。
恐
ら
く
、
か
＼
る
特
殊
な
場
合
の
み
で
な
く
大
庄
屋
・
庄
屋
の
召
仕
う

夫
役
に
も
、
劣
悪
に
せ
よ
何
ら
か
の
賃
銭
は
支
払
わ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

註
①
幕
領
天
章
の
大
庄
屋
は
「
一
1

一
日
夫
」
と
て
一
年
三
日
宛
村
内
各
戸
よ
り
夫
役
徴
発
（
宮
本

叉
次
、
天
領
天
章
の
商
業
と
問
屋
、
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
、
第
一
一
号
、
七
一
頁
）
。
日
向

国
須
怒
江
村
に
お
け
る
庄
屋
へ
の
夫
役
（
安
藤
精
一
、
商
業
資
本
の
発
達
と
後
進
地
農
村
、

九
州
経
済
史
論
集
、
第
一
巻
、
一
―
九
真
）
。
伊
予
宇
和
島
地
方
に
関
す
る
小
野
武
夫
、
土
地

経
済
史
考
証
一
九
五
頁
以
下
。
寺
尾
宏
二
、
伊
予
吉
田
藩
の
野
役
・
牛
役
（
同
氏
、
日
本
賦

税
史
研
究
所
収
）
。
入
交
好
脩
、
徳
川
幕
藩
制
下
の
庄
屋
制
度
の
一
類
型
（
早
稲
田
商
学
、
第

八
0
号
）
。
有
賀
喜
左
衛
門
、
日
本
家
族
制
度
と
小
作
制
度
、
七
芝
頁
。
羽
鳥
卓
也
、
近
枇
日

本
社
会
史
研
究
、
一
六
八
頁
。
前
田
正
治
、
近
批
村
法
の
研
究
、
村
法
集
八
三
頁
そ
の
他
。

対
馬
に
お
け
る
奉
役
へ
の
一
戸
一
人
役
の
耕
作
手
伝
も
此
の
型
に
属
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ

る
（
宮
本
叉
次
、
農
村
栂
造
の
史
的
分
析
、
二
三
五
頁
）
。

②
た
と
え
ば
中
批
の
松
浦
党
中
村
氏
が
志
登
村
庄
屋
と
し
て
存
続
し
、
或
は
立
花
氏
に
従
い

な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
の
例
は
村
役
人
そ
の
も
の
＼
夫
仕
い
で
は
な
く
決
し

五
八



戦
場
を
馳
駆
し
て
い
た
横
大
路
家
が
粕
屋
郡
上
府
村
庄
屋
と
し
て
存
続
せ
る
が
如
き
は
良
い

例
で
あ
ろ
う
。

③
④
万
延
一
一
年
(
-
八
六
一
）
藩
政
一
般
作
怯
。
遠
賀
郡
誌
、
一
九
一
二
頁
。
鞍
手
郡
、
三
八

七
頁
。

⑥
郡
役
所
記
録
、
県
史
資
料
、
第
四
輯
、
三
四
七
ー
八
頁
。

固
久
留
米
藩
の
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
百
姓
一
揆
の
要
求
箇
条
の
中
に
は
、
『
大
庄
屋

小
も
の
賃
銀
差
出
居
申
候
間
、
其
外
手
遮
夫
之
儀
自
分
よ
り
被
召
連
候
様
、
奉
願
上
候
』
と

あ
る
（
石
原
家
記
、
県
史
資
料
、
第
二
輯
、
三
九
三
頁
）
。

切
鞍
手
郡
誌
、
一
―
―
―
―
―
―
―
―
頁
。

⑧
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
酉
九
月
、
筑
前
治
土
郡
有
田
村
明
細
帳
（
田
制
貢
租
調
壺
、
一

九
八
頁
）
。

⑨
西
松
浦
郡
波
多
津
村
太
田
文
書
。

10

有
吉
文
書
、
子
十
月
覚
（
宮
崎
百
太
郎
氏
写
本
に
よ
る
）
。

（
 

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
は
云
わ
ば
領
主
制
の
系
列
に
属
す
る
夫
役
で
あ
っ
た
が
、

本
節
及
び
次
節
で
取
扱
う
も
の
は
村
落
内
部
に
お
け
る
夫
役
で
あ
る
。

こ
＼
で
村
仕
事
と
云
う
の
は
、
居
住
各
戸
間
に
お
け
る
労
働
力
の
相
互
補
給
・
交
換

と
い
う
意
味
で
の
「
ユ
イ
」
と
区
別
し
て
、
生
活
共
同
体
た
る
村
落
全
体
の
為
に
必
要

な
作
業
を
村
内
各
戸
の
労
働
力
提
供
を
以
て
行
う
も
の
を
指
す
わ
け
で
あ
る
。
村
民
に

全
国
的
に
ギ
ム
ニ
ン
ソ
ク
・
プ
ー
・
ム

と
つ
て
は
重
要
な
義
務
で
あ
り
負
担
で
あ
り
、

(
1
)
 

ラ
プ
ー
・
プ
ヤ
ク
等
の
名
称
も
示
す
よ
う
に
―
つ
の
夫
役
で
あ
っ
た
。

在
で
も
一
般
的
に
ク
ヤ
ク
と
か
デ
カ
タ
と
云
わ
れ
て
届
り
、
村
方
史
料
に
見
え
る
公
役

・
出
肩
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
言
は
広
く
夫
役
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

個
々
の
村
落
は
大
名
領
主
の
強
力
な
支
配
・
統
制
を
、
殊
に
明
治
以
後
は
国
家
・
池

方
官
庁
・
団
体
等
に
よ
る
規
制
を
受
け
、
そ
れ
が
村
落
内
部
に
も
滲
透
し
、
村
落
生
活

は
徐
々
に
変
容
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
併
し
村

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

六

、

村

仕

事

当
地
方
で
は
硯

ー可l
明
和
七
年
・
夫
役
定
書
の
村
役
十
三
ケ
条
の
中
か
ら
右
の
観
点
で
摘
出
し
て
く
る
と
次

(

2

)

 

の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

村
役
―
―
可
相
立
定

五
九

農
民
の
村
落
生
活
の
要
求
自
体
と
の
重
層
・
結
合
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば

領
主
は
こ
れ
を
村
落
に
委
ね
つ
＼
も
或
る
面
で
は
こ
れ
を
規
制
し
、

或
る
面
で
は
利
用

領
主
は
農
民
を
政
治
的
に
全
然
無
権
利
状
態
に
お
き
、

寄
合
で
「
村
算
用
」
を
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

せ
ざ
る
も
の
は
プ
ギ
ン
（
夫
銀
）
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
差
引
の
た
め
年
一
回

場
合
は
そ
の
労
力
を
男
子
の
七
割
ー
八
割
に
見
つ
も
り
、 即
ち
各
戸
よ
り
出
夫
し
、
女
子
の

落
内
部
の
隅
か
ら
隅
ま
で
完
全
に
規
制
・
掌
握
す
る
こ
と
は
如
何
に
強
大
な
権
力
を
以

合
す
る
形
に
こ
れ
を
受
け
容
れ
、

つ
て
き
た
。
従
っ
て
村
落
自
体
の
生
活
に
必
要
な
限
り
は
、

よ
う
と
も
存
続
す
べ
き
も
の
は
存
続
す
る
ー
ー
勿
論
或
程
度
の
変
化
は
あ
ろ
う
ー
ー
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
―
つ
に
、

ク
ヤ
ク
・
デ
カ
タ
も
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
現
在
で
も

村
落
の
道
路
・
橋
•
井
堰
の
普
請
・
手
入
・
護
岸
の
砂
防
工
事
・
耕
池
墜
理
・
山
仕
事

等
に
は
当
地
方
で
も
顕
著
に
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
女
子
の
場
合
や
出
夫

徳
川
期
に
関
し
て
云
う
と
、

領
主
に
対
す
る
反
抗
力
を
持
た
な
い
ま
＼
、
領
主
の
た
め
に
必
要
な
年
貢
・
夫
役
を
確

、、

実
に
納
め
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
に
特
に
大
き
な
関
心
を
村
落
内
部
に
つ
い
て
持
つ

領
主
の
支
配
は
村
落
の
生
活
組
織
を
む
し
ろ
温
存
し
、
利
用
し
つ

4

統
治
し
て
い
た
わ
け
で
従
っ
て
村
落
独
自
の
伝
統
と
生
活
の
要
求
か
ら
す
る
自
生
的
・

自
律
的
諸
慣
行
は
根
強
く
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
村
仕
事
に
つ
い
て
云
え
ば
、

し
て
い
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
「
村
役
」
と
か
「
村
夫
」
と
云
わ
れ
る
も
の
は
一
見
領
主

が
村
落
に
賦
諜
せ
し
夫
役
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
に
は
領
主
の
村
落
支
配
と

上
部
の
領
主
制
が
解
体
し

眼
に
は
立
た
な
い
が
着
実
な
自
ら
の
発
展
の
道
を
辿

て
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

村
は
そ
の
規
制
・
支
配
を
受
け
と
め
、
自
ら
の
生
活
に
適



『

（

前

略

）

雷
山
村
抱
後
山
焼
廻
之
場
所
、
所
伐
除
け
づ
り
は
き
郡
夫
願
、
御
郡
代
様
御
間
通
り
相
済
、
別
紙

御
判
被
仰
付
候
条
、
右
相
渡
之
判
、
各
組
頭
・
山
ノ
ロ
召
連
、
オ
判
ヲ
以
、
念
入
け
つ
り
は
き
伐

除
有
之
、
丈
夫
―
―
相
囲
、
重
畳
念
入
焼
廻
相
調
候
様
可
有
之
候
、
重
キ
場
所
柄
―
―
付
‘
風
立
候
日
、

焼
方
不
仕
候
様
、
ふ
り
あ
か
り
等
し
め
り
候
而
し
つ
か
な
る
日
、
村
々
申
合
左
之
通
出
夫
ヲ
以
、

各
村
よ
り
「
郡
夫
」
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

例
は
あ
る
。
ー
—
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
四
月
恰
士
郡
雷
山
村
の
山
焼
に
は
次
の
如
く

を
出
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

或
は
山
焼
の
作
業
な
ど
に
も
そ
う
い
う
事

と
こ
ろ
で
右
の
第
①
条
・
⑪
条
の
但
書
に
も
見
る
所
で
あ
る
が
単
に
一
村
の
み
で
な

く
数
ヶ
村
協
同
し
て
の
諸
作
業
や
祭
礼
・
祈
願
等
も
当
然
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
一
村
之
氏
神
」
で
な
く
、

ヨ
リ
広
い
地
城
の
神
の
場
合
に
は
数
ケ
村
よ
り
「
郡
夫
」

・
自
律
的
な
生
活
慣
行
を
む
し
ろ
窺
い
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
表
皮
を
め
く
れ
ば
、

仕
事
の
内
容
か
ら
云
つ
て
も
此
等
の
夫
役
に
は
村
落
の
自
生
的

右
の
定
書
の
奥
書
に
よ
れ
ば
「
村
夫
」
は
庄
屋
が
賦
課
し
た
も
の
ら
し
く
、

右
の
文
言
の
表
現
等
に
も
領
主
的
規
制
が
表
面
的
に
は
目
立
つ
て
認
め
ら
れ
る
が
、

併

(11) (7) (6) (2) (1) 

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

そ
の
ほ
か

一
、
一
村
―
―
引
切
訃
井
手
堤
水
除
普
請
入
用
之
杭
葉
伐
持
出
夫
之
事

但
、
堤
井
手
水
掛
組
合
村
有
之
ハ
組
合
ヲ
一
村
之
心
二
而
取
行
可
申
事

一
、
一
村
iT
引
切
ル
語
普
請
材
木
持
出
之
事

雲
一
ヶ
条
省
略
〕

一
、
村
々
堺
川
溝
掘
浚
上
手
其
外
諸
普
請
夫
之
事

但
、
格
別
之
大
人
数
入
之
儀
ハ
證
儀
之
上
、
郡
夫
加
勢
を
以
可
巾
付
ル
事

一
、
一
村
切
抱
往
還
平
日
手
入
普
請
之
事

〔
一
ニ
ケ
条
省
略
〕

一
、
宮
藪
坦
廻
り
仕
調
夫
之
事

但
、
前
々
郡
夫
―
―
而
仕
来
ら
共
一
村
之
氏
神
―
一
ル
ぐ
、
村
夫
―
―
而
仕
調
夫
之
事

〔
ニ
ヶ
条
省
略
〕

/
+
―
―
―
ケ
条

止

右
の
場
合
も
領
主
的
規
制
が
一
応
表
面
に
出
て
は
い
る
が
、
三
苫
文
書
に
よ
れ
ば
、

flr村
に
お
い
て
は
、
諸
種
の
御
山
・
拝
領
山
・
証
文
山
の
ほ
か
に
、
『
山
坪
数
四
十
六
万

(
4
)
 

四
千
三
百
五
十
坪
、
明
野

rlr
、
牛
馬
飼
草
か
し
き
、
下
村
々
ふ
伐
取
申
候
』
と
あ
る
よ

う
に
、
各
村
そ
れ
ぞ
れ
牛
馬
の
飼
草
・
か
し
き
を
雷
山
よ
り
得
る
慣
行
が
あ
っ
た
の
で

(

5

)

 

あ
り
‘
―
つ
の
山
に
結
ぶ
数
ヶ
村
の
連
合
関
係
を
知
り
、
た
と
え
右
の
「
郡
夫
」
が
領

主
側
の
許
可
を
得
た
後
に
各
村
落
に
賦
諜
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
領
主

の
た
め
よ
り
も
、
す
ぐ
れ
て
村
落
生
活
自
体
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

同
様
な
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
「
夫
役
定
書
」
の
郡
夫
の
う
ち
に
『
雨
乞
、

疇
・
流
行
煩
イ
祈
疇
之
類
、

郡
奉
行
江
申
出
、
得
指
図
之
上
、
取
行
可
申
亭
』
と
あ
る
に
せ
よ
、

活
の
な
か
か
ら
生
れ
て
き
た
根
強
い
慣
行
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

雷

山

村

組

頭

中

・

（

山

ノ

ロ

中

夫
三
拾
式
人

同
一
一
一
拾
人

同

五

人

同

拾

九

人

／
八
拾
六
人

一
統
一
一
而
取
行
候
入
用
夫
』
が
あ
り
、

外
二
加
判

山高三雷

北上坂山

村村村村

内

一
、
郡
夫
八
拾
六
人

願
之
通
御
調
可
有
之
候

池
ノ
元
か
本
谷
迄

六
百
壱
間
余
之
所
伐
除
ヶ

け
つ
り
は
き
焼
廻
候
夫

（
 

雷
山
村
庄
屋
茂

三
坂
村
庄
屋
十

同

村

組

頭

壱

山
北
村
庄
屋
太

六

0

そ
れ
も
『
共
度
々

数
ケ
村
の
共
同
生

右

衛

右

衛

外
、
虫
祈

門人門吉

雷 年3



近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

み
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
か
、

経
済
的
・
契
約
的
関
係
が
強
い
と
か
速
断
す
る
こ
と

係
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
、

取
り
あ
げ
ね
ば
な
ら 更

役
に
も
、
領
主
は
そ
の
村
落
統
治
の
点
か
ら
関
心
を
も
ち
或
る
規
制
‘
を
な
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
い
さ
き
に
大
名
乃
至
藩
に
対
す
る
夫
役
と
し
て
窺
っ
た
と
こ
ろ
の
治
水
・

灌
漑
の
夫
役
．

I
方
の
夫
役
な
ど
の
中
に
は
ー
ー
l
勿
論
領
主
側
の
強
力
な
領
国
支
配
か

ら
の
要
求
の
み
に
て
農
民
の
生
活
自
体
の
要
求
と
は
か
け
離
れ
た
場
合
も
多
か
っ
た
で

の
要
素
を
多
分
に
も
つ
も

註
①
柳
田
国
男
編
、
山
村
生
活
の
研
究
、
一

0
二
頁
。

②
文
政
二
年
の
定
書
で
は
村
役
拾
式
ケ
条
で
順
序
に
も
異
同
あ
る
が
、
大
要
は
変
ら
な
い
。

③
日
本
林
制
史
資
料
、
福
岡
藩
、
二
六
二
、
三
頁
。

切
文
化
十
二
年
(
-
八
一
五
）
十
二
月
、
口
上
書
一
通
。

切
古
く
は
文
明
十
七
年
(
-
四
八
五
）
に
早
良
郡
竜
山
は
警
固
・
榊
・
布
久
•
新
原
・
西
山

五
村
が
分
有
し
、
他
村
の
侵
入
を
許
さ
ず
、
叉
五
ヶ
村
同
心
を
差
出
人
と
す
る
書
状
を
有
す

る
強
固
な
連
合
体
を
形
作
っ
て
い
た
と
云
う
（
清
水
三
男
、
日
本
中
批
の
村
落
、
―
―
―
七
頁
）
。

児
玉
輯
採
集
文
書
一
。

七
、
名
子
主
ー
ー
名
子
の
夫
役
収
取
関
係

前
節
に
於
て
窺
っ
た
所
は
、
村
落
の
共
同
休
的
性
格
に
基
く
夫
役
で
あ
っ
た
が
、

に
村
落
内
部
に
深
く
入
れ
ば
村
落
を
形
づ
く
る
家
と
家
の
間
に
き
わ
め
て
多
様
な
諸
関

な
い
の
は
村
落
内
部
に
お
け
る
各
家
相
互
間
の
支
配
・
従
属
関
係
で
あ
り
、
具
体
的
に

は
本
家
ー
分
家
関
係
〔
同
族
組
織
〕
と
か
親
方
ー
子
方
関
係
乃
至
地
主
ー
小
作
関
係
・

池
主
ー
奉
公
人
関
係
で
あ
ろ
う
。
史
料
の
表
面
に
名
子
と
か
家
抱
…
等
の
身
分
的
従
属

関
係
を
示
す
文
言
が
無
い
か
ら
と
云
つ
て
、
そ
の
村
落
が
直
ち
に
等
質
•
平
等
の
家
の

の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

あ
ろ
う
が
ー
ー
一
面
で
は
本
節
で
述
べ
た
如
き
「
村
仕
事
」

以
上
窺
つ
て
き
た
よ
う
に
、
村
落
生
活
の
中
か
ら
生
れ
、

村
が
村
民
に
賦
諜
す
る
夫

9 -
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は
出
来
な
い
。
村
落
内
部
の
諸
関
係
を
深
く
見
き
わ
め
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
所
謂
名
手
制
（
名
子
主
ー
名
手
関
係
）
は
村
落
内
部
の
支
配
・
従
属
関
係

の
中
で
最
も
特
徴
的
で
あ
り
、
当
池
方
で
も
後
年
ま
で
広
く
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
こ
＼
で
は
こ
れ
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
＼
す
る
。

と
こ
ろ
で
当
面
の
福
岡
藩
領
域
の
農
村
で
は
名
子
の
性
格
や
数
量
（
人
数
・
家
族
数
）

を
示
す
史
料
は
相
当
豊
富
に
挙
げ
得
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
名

f
の
夫
役
に
関
す
る
具

体
的
史
料
は
遺
憾
乍
ら
何
ら
挙
げ
得
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
少
く
と
も
徳
川
中
期
以
降

の
当
地
方
の
池
主
経
営
の
諸
帳
簿
に
は
名
子
の
夫
役
ら
し
き
も
の
を
全
然
見
出
さ
ず
、

む
し
ろ
農
業
労
働
力
と
し
て
は
年
一
犀
（
荒
仕
子
と
云
わ
れ
る
奉
公
人
）
が
最
も
重
要
で
あ
っ

(
2
)
 

た
わ
け
で
あ
る
。
併
し
農
業
経
営
諸
帳
簿
に
夫
役
を
見
出
さ
ぬ
こ
と
は
夫
役
が
全
く
消

す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
庇
護
）
ー
主
家
へ
の
奉
仕
の
関
係
に
こ
そ
本
質
が
あ
り
、

何
に
依
つ
て
名
手
の
農
耕
夫
役
は
消
誡
・
軽
微
化
も
し
よ
う
し
、

従
っ
て
夫
役
に
関
す
る
史
料
を
見
出
さ
な
い
と
は
云
え
、

く
家
生
活
内
部
の
生
活
憤
行
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
村
落
構
造
が
大
体
に
お
い
て
近
似
の
傾
向
を
も
つ
隣
藩
小
倉
・
久
留
米
藩
領

に
於
て
は
名
f
の
夫
役
は
明
治
期
ま
で
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
り
、

主
家
の
恩
恵

ョ
リ
深

ま
た
村
落
内

部
の
諸
関
係
は
領
主
制
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
藩
境
を
越
え
共
通
性
を
多
分
に
も
ち
得
る

(
3
)
 

も
の
で
あ
る
か
ら
、

少
く
と
も
徳
川
期
の
あ
る
時
期
ま
で
は
当
藩
領
城
の
農
村
に
於
て

も
名
子
の
夫
役
は
充
分
推
定
し
て
も
恐
ら
く
誤
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

永
緑
十
三
年
（
一
五
七
0
)
の
史
料
で
は

『
色
々
私
之
公
役
等
申
付
』

(
4
)
 

来
る
「
名
子
屋
敷
」
を
推
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

少
く
と
も
戦
国
期

け
る
こ
と
が
出

併
し
乍
ら
右
に
も
述
べ
た
よ
う
に
福
岡
藩
領
内
の
村
落
に
つ
い
て
は
今
の
所
名
子
の

或
は
根
強
く
存
続
も

主
家
の
経
営
の
あ
り
方
如

と
農
耕
夫
役
そ
の
も
の
に
必
ず
し
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、

滅
し
て
い
た
と
云
え
る
だ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
名
子
の
コ
カ
タ
と
し
て
の
性
格
か
ら
云
う



し
か
も
田
川
郡
は
も
と
よ
り
京
都
・
築
城
・
上
毛
・
下
毛
の
各
郡
お
よ
び
豊
後
日
田
郡

・
玖
珠
郡
等
英
彦
山
を
中
心
と
す
る
地
帯
の
名
子
制
度
は
著
名
で
あ
り
、

兆
司
氏
が
研
究
さ
れ
た
所
で
あ
っ
て
、

勤
め
・
雇
い
・
加
勢
・
手
役
・
手
間
等
と
称
せ

ら
れ
る
夫
役
に
つ
い
て
も
聞
取
を
中
心
に
豊
富
な
事
例
を
挙
げ
て
い
ら
れ
を
04

、
た
と
え

ば
田
川
郡
安
真
木
村
ふ
部
落
ふ
家
で
は
年
に
萱
切
雇
（
一
人
役
）
・
野
切
雇
（
一
人
役
）
麦

十
二
月

餅

米

洗

餅
禍
キ
、
ジ
メ
ナ
イ
、
カ
ザ
リ

六
月
九
月
十
月

麦稲田

刈
草

卜

リ蒔

II 

＂リ

II 賄

五
月

田

梱

女

，，ヽ

ナ

f
f

、

苗

ト

リ

さ
き
に
伊
藤

夜賄

ナナ
マシ
ス
ッ

キ^166 

『
先
年
八
兵
衛
様
御
代
―
一
名
子
や
と
い
申
候
鏃
、
相
極
メ
被
置
候
品
々
覚

一
、
壱
月
二
男
女
共
二
詈
ロ
ヅ
つ
や
と
い
申
筈
二
相
極
メ
被
置
候
、
尤
女
之
儀
者
入
用
之
節
＾

一
月
二
四
日
に
も
や
と
い
可
申
よ
し
御
極
メ
被
置
候
事

右
や
と
い
之
外
―
―

1

、
苗
代
仕
候
節
朝
か
壱
人
つ
4

参
筈
也

一
、
苗
取
之
節
＾
是
又
朝
j
壱
人
つ
4

参
筈
也

一
、
田
植
之
節
ハ
此
方
勝
手
次
第
一
一
家
内
不
致
二
て
も
、
又
＾
朝
ll成
共
、
飯
後
か
成
共
、
昼

t
成
共
、
勝
手
次
第
や
と
い
可
申
候
、
尤
わ
さ
う
へ
、
さ
な
ふ
り
両
度
共
―
―
同
前
之
事
二
候

一
、
小
麦
ま
き
―
ー
一
度
男
計
り
参
筈
也
、
尤
朝
か
＾
壱
人
ツ
ヽ
、
飯
後
ll2
男
子
之
分
者
不
残
(

9

)

 

参

筈

、

大

麦

ま

き

同

前

』

即
ち
一
ヶ
月
に
男
女
三

H
宛
、
女
は
入
用
の
時
は
四
日
に
も
な
る
ャ
ト
イ
1
1
夫
役
が
あ

り
そ
の
ほ
か
苗
代
作
り
・
苗
取
•
田
植
・
わ
さ
う
へ
•
さ
な
ふ
り
・
小
麦
ま
き
等
に
も

夫
々
夫
役
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
更
に
、
『
正
月
十
一
日
、
名
子
荒
子
参
候
て
つ
な
な

――一月
四
月

苗
代
床
調
べ

麦

刈

女賄 女
＾
味
噌
ナ
カ
、
ッ
キ

（
並
力
）

ナ＾

茶

ッ
r‘

、

賄

ナ

ミ

昼
ァ
，
ス
キ
メ
ジ
シ
ル
ヒ

ラ
ッ
キ
其
他
ナ
ミ

規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

f
r

ヽ

正
月
十
一

H

正
月
二
十
H

ヵ
キ
ュ
イ

出

初

メ

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

夫
役
史
料
に
は
接
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
ー
ー
或
程
度
の
聞
取
ほ
得
、
充
分
予
想
さ
れ
る
に
も

拘
わ
ら
ず
ー
ー
や
む
を
得
ず
本
稿
で
は
小
倉
・
久
留
米
両
藩
領
内
の
村
落
の
史
料
を
利
用

し
つ

i

北
九
州
地
方
と
し
て
名
子
の
夫
役
の
内
容
に
つ
い
て
窺
つ
て
み
た
い
と
思
う
。

明
治
前
期
の
「
日
本
民
事
慣
例
類
集
」
に
は
旧
小
倉
藩
領
企
救
郡
か
ら
の
報
告
と
し

て
、
『
村
方
に
て
召
仕
の
者
に
持
高
を
分
ち
、
別
家
せ
し
む
る
を
名
子
百
姓
と
唱
へ
、
一

(

5

)

 

月
数
次
日
を
定
め
、
永
代
主
家
に
至
り
力
役
す
る
例
な
り
』
と
見
え
る
が
、
同
じ
く
豊

前
の
田
川
郡
畑
村
の
庄
屋
皆
川
家
で
は
少
く
と
も
明
治
初
期
ま
で
は
〔
明
治
五
年
居
村
の

名
子
百
姓
十
五
戸
を
解
放
〕
、
次
の
よ
う
な
夫
役
が
あ
っ
た
。

『
一
、
名
子
毎
年
勤
メ
日
先
例

馬

屋

糞

出

ジ

賄 賄

夜昼夜昼

ニノニキ

シベシナ
メモメコ

セチセモ
ソ ンチ
ププ

キ・ キ

蒔
雇
（
一
人
役
）
・
稲
扱
雇
（
女
一
人
）
・
麦
扱
雇
（
女
一
人
）
の
外
に
、
田
植
に
総
家
族
牛

馬
連
行
の
夫
役
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
夫
役
は
ッ
ト
メ
・
ヤ
ト
イ
と
一
字
わ
れ
、
こ
の
ほ
か

に
も
冠
婚
葬
祭
・
山
仕
事
・
垣
根
造
り
・
歳
暮
小
木
切
り
等
の
家
事
の
カ
セ
イ
が
あ
っ

(
8
)
 

た
と
一
ぞ
う
。
か
4

る
名
子
は
公
式
に
は
明
治
初
年
消
滅
し
た
の
で
あ
る
が
事
実
上
は
後

ま
で
残
り
夫
役
も
大
正
年
間
ま
で
存
続
し
た
と
云
わ
れ
る
。
と
も
か
く
名
子
主
（
仙
頭
）

が
広
大
な
山
野
を
支
配
し
、
野
作
1
1
焼
畑
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
常
労
働
力
と

た
と

し
て
僕
婢
（
多
く
は
名
子
の
子
弟
よ
り
得
ら
れ
る
）
数
人
を
置
く
と
共
に
、

の
夫
役
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
筑
後
久
留
米
藩
領
域
に
於
て
も
同
様
の
事
情
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

え
ば
生
葉
郡
山
北
村
で
は
庄
屋
吉
瀬
家
・
長
百
姓
河
北
家
等
の
本
家
1
1
オ
ヤ
カ
ク
層
の

家
で
は
相
当
数
の
名
子
を
従
属
せ
し
め
て
い
た
こ
と
は
各
年
の
宗
門
人
別
改
帳
に
よ
り

明
か
で
あ
る
。
享
保
六
年
（
一
七
ニ
―
)
河
北
家
で
は
名
子
の
夫
役
に
関
し
次
の
よ
う
に

..,_ 
ノ‘

一
方
名
子



近
枇
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

右
の
よ
う
に
名
子
抜
け
の
後
ま
で
盆
・
正
月
の
菓
掃
除
・
菓
参
は
残
っ
た
の
で
あ
る
。

充
分
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

竹

野

郡

田

主

丸

町
留
親J
 

田
[

源

同留

吉
郡

同

助

岡

吉

岡

lb,I:! 

『
為
後
証
差
上
骰
申
候
一
札
之
事

私
俵
先
祖
共
か
数
代
名
子
御
帳
面
―
一
御
座
候
処
、
御
慈
悲
之
上
、
御
帳
固
御
差
許
被
仰
付
候
、

重
畳
難
有
仕
合
1

奉
存
上
候
、
然
上
者
勿
論
盆
・
正
月
両
度
先
祖
募
掃
除
・
塞
参
等
愕
怠
な
く

仕
、
万
燐
是
迄
之
通
、
相
慎
罷
在
可
申
候
、
若
後
年
一
至
、
心
得
違
之
憐
序
御
座
候
節
者
、
如

何
様
被
仰
付
候
共
、
其
節
一
言
之
申
上
訳
無
御
座
候
、
依
間
為
後
年
之
、
一
札
差
上
骰
中
似
処

如
件
嘉
沢
ヒ
寅
年
九
月

ご
八
五
四
）

或
い
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
見
え
て
い
る
。

」、↑ノ

L= 

た
と
え
ば
こ
れ

為
伐
取
』

見
え
な
い
が
、

年
（
一
八
三
七
）

た
と
え
ば
生
葉
郡
吉
井
町
の
大
庄
附
田
代
家
の
だ
保
八

彼
等
は

な
お
子
方
の
一
と
し
て
親
方
に

い
、
朝
飯
後
よ
り
』
と
か
『
茫
月
廿
日
、
名

f
．
荒

f
共
こ
一
屋
敷
惣
休
か
き
ゆ
ゐ
、

耕
作
や
家
内
の
雑
噸

食
後
よ
り
は
名

f
の
ぎ
ハ
は
な
は
一
方
づ
＼
』
な
ど
と
も
見
え
、

(
i
O
)
 

に
勤
め
た
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る

此
の
村
の
名

f
に
つ
い
て
は
別
に
そ
れ
自
体
を
対
象
と
し
た
論
稿
を
用
意
す
る
つ
も

り
な
の
で
こ
＼
で
は
詳
し
く
は
ふ
れ
な
い
が
、
か

4
る
名

f
は
菊
末
期
に
高
次
所
屑
「
名

子
抜
け
」
を
し
た
の
で
あ
り
、
名

f
帳
面
よ
り
ぱ
づ
さ
れ
百
姓
帳
面
に
載
せ
ら
れ
る
に

至
る
。
併
し
そ
の
場
合
で
も
、
旧
来
の
主
家
の
子
方
た
る
地
悦
に
は
長
く
留
め
ら
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
か
＼
る
者
を
此
の
地
方
で
は
「
手
内
」
と
称
し
た
の
で
あ
り
、

従
属
度
の
濃
い
名
子
か
ら
は

労
働
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

応
抜
け
出
て
い
て
も
、

「
家
格
永
党
帳
」
の
年
中
行
ボ
の
記
録
で
に
十
二
月
晦

H
に
『
肘
敷
掃

除
、
手
内
惣
出
」
と
見
え
て
い
る
。

或
は
左
の
証
文
に
は
直
接
に
「
手
内
」
の
文
言
は

(11) 

他
の
名
子
抜
↓
手
内
の
史
料
と
同
様
で
あ
る
か
ら
手
内
で
あ
る
こ
と
は 朝

そ
れ
は
単
な
る
低
礼
的
な
も
の
と
し
て
、

こ

こ
＼
に
取
上
げ
る
必
要
の
な
い
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
名
ず
王
ー
名
子
関
係
の
本
質
が
単
な
る
農
業
労
働
制
度
で

は
な
く
わ
が
国
の
「
家
」
の
組
織
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
名
予
抜
げ

を
し
て
も
な
お
子
方
と
し
て
の
親
方
権
咸
の
承
認
の
象
徴
と
し
て
儀
礼
的
な
勤
め

ll労

働
の
提
供
が
あ
る
こ
と
は
ぎ
わ
め
て
注
愈
す
べ
き
こ
と

4
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
久
留
米
蔀
で
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
末
に
名
手
身
分
を
廃
止
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
た
め
生
葉
郡
妹
川
村
で
は
旧
名
子
主
（
名
頭
）
と
旧
名
子
と
の
間
に
山
の

支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
悶
庁
を
惹
起
し
た
の
で
あ
っ
た
り
明
治
五
年
「
生
槃
郡
妹

川
村
国
武
利
八
郎
・
同
嘉
一
郎
・
堀
精
八
旧
名
子
一
件
」
に
よ
れ
ば
そ
の
間
の
種
々
の

事
情
を
硯
う
こ
と
が
出
来
て
、
き
わ
め
て
興
味
深
く
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

＼
で
ぱ
小
稲
の
主
題
に
直
接
関
連
あ
る
こ
と
の
み
窺
う
こ
と
＼
す
る
。

即
ち
同
村
に
於
て
は
名
手
は
名
子
主
の
『
家
来
同
然
之
場
を
以
』
て
届
犀
敷
•
新
聞

田
畑
・
伐
畑
山
（
櫨
．
梢
畑
・
茶
園
•
こ
ん
に
や
く
畑
等
を
含
め
て
）
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
山

て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

を
も
名
子
に
守
り
立
た
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
共
者
入
用
之
節
者
、

し
か
も
飢
饉
の
際
に
は
主
家
よ
り
救
助
を
受
け
、
平
年
で
も

極
貧
の
者
に
は
救
米
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
種
々
の
庇
峻
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

ら
の
庇
護
に
対
し
名
子
ぱ
主
家
へ
夫
役
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

名
子
、
王
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
名
子
主
）

『
私
共
三
人
義
、
従
前
々
、
名
子
と
唱
家
来
同
然
之
者
数
拾
人
有
之
、
家
居
等
取
建
呉
、
私
共
銘

々
持
胞
之
田
畑
井
伐
畑
山
藪
等
為
取
扱
居
、
名
子
之
者
共
よ
り
ハ
月
A
男
弐
人
・
女
式
人
ッ
、
相

勤
、
其
外
、
田
梱
井
吉
凶
等
之
節
者
、
時
々
呼
出
召
使
、
数
百
年
仕
来
居
申
候
云
々

『
右
旧
名
子
共
之
義
、
是
迄
名
子
壱
軒
Ii
一
ケ
年
分
男
廿
八
人
・
女
廿
五
人
、
丼
、
田
稲
吉
凶

（
國
武
）

等
之
節
者
、
時
々
旧
主
人
方
江
呼
出
夫
数
凡
六
十
人
、
束
而
利
八
郎
名
子
四
拾
七
人
分
、
夫
/



全
く
変
ら
ぬ
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、

て、 と
か
、

同
様
な
こ
と
は
小
坪
名
の
名
子
拾
弐
軒
に
も
云

近
枇
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

式
千
八
百
式
拾
人
、
匹
f
)
郎
名
子
拾
五
軒
分
、
夫
f
九
百
人
、
叫
応
名
子
、
夫
/
一
三
日
し
冦
呼

出
召
使
数
百
年
仕
来
居
候
処
云
々
』

此
等
の
夫
役
は
伐
留
山
其
他
の
士
地
の
小
作
料
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

無
償
で
土
地
の
使
用
を
許
さ
れ
、
主
家

そ
う
し
た
従
属
的
池
位
の
象
徴

と
し
て
、
主
家
権
威
の
承
認
の
表
現
と
し
て
『
男
女
諸
出
夫
』
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

殊
に
名
子
の
居
尼
敷
と
夫
役
の
関
連
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
る
が
、

住
さ
せ
て
貰
う
こ
と
に
端
的
に
表
現
さ
れ
た
従
属
的
地
位
（
コ
カ
タ
）
に
基
く
も
の
で
あ

り
、
単
な
る
契
約
的
な
地
代
や
小
作
料
や
家
賃
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
前
述
の
如
く
藩
の
方
針
と
し
て
名
―
ず
制
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

が
止
み
ま
た
山
や
そ
の
他
の
士
地
の
権
利
を
め
ぐ
り
ー
ー
＇
多
く
は
名
子
の
権
利
は
慣
行
的

た
も
の
ら
し
く
、

名
子
の
夫
役

に
は
根
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
制
度
的
に
は
き
わ
め
て
不
明
確
で
あ
る
。
ー
—
l
種
々
の
悶
着
が
起

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
少
く
と
も
名
子
の
夫
役
の
廃
止
は
名
子
主
側
も
少
か
ら
ず
固
窮
し

『
今
般
名
子
被
廃
候
醐
よ
り
、
出
夫
不
仕
候
に
付
、
私
共
三
人
義
、
極
々
手
支
仕
、
耕
作
之
手
入

等
も
行
届
不
申
、
極
々
難
渋
之
仕
合
二
御
座
候
』

或
は
『
極
々
差
支
已
来
屈
入
緯
不
仕
而
難
相
成
候
』
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。
幾
分
か
誇
弧
は
含
ま
れ
て
い
る
に
せ
よ
、

と
も
か
く
も
名
子
主
の
股
業
経
営
に
於

名
子
の
夫
役
が
相
当
軍
要
な
音
i

味
を
も
つ
て
い
た
こ
と
を
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ク
モ
ゴ
リ

も
っ
と
も
同
地
方
で
も
圧
節
村
の
菅
原
家
の
名
子
の
如
き
は

『
名
子
名
目
片
由
相
除
ケ
候
丈
ケ
一
一
面
、
一
体
之
義
者
、
是
迄
之
通
被
召
樅
被
下
度
、
旧
名
子
中

一
同
歎
出
云
々
』

と
あ
る
よ
う
に
、
藩
の
名
子
制
廃
止
に
一
応
沿
う
た
形
で
あ
り
乍
ら
事
実
上
は
旧
情
と

そ
れ
は
屋
敷
に
居

抱
え
の
居
屋
敷
に
住
ま
わ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

く
、
名
子
は
家
来
同
然
の
者
で
あ
る
が
故
に
、

l 4) 
る
ま
い
。

年
代
を
遡
及
し
て
想
定
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

今
後
の
調
在
と
研
究
に
侯
た
ね
ば
な

も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
史
料
の
上
か
ら
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

は
充
分
想
定
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

福
岡
藩
領
の
場
合
幕
末
期
に
は
粗
当
独
立
度
の
高
い

福
岡
藩
領
農
村
の
名
子
史
料
と
種
々
の
点
で
性
格
を

え
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
名
子
主
・
名
子
間
の
悶
着
が
惹
起
さ
れ
る
が
如
き
は
、

め
て
特
例
で
あ
り
、

一
般
的
に
は
田
籠
村
や
妹
川
村
小
坪
名
の
事
例
の
如
き
が
普
通
で

さ
れ
ば
は
る
か
後
年
ま
で
名
子
制
は
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
ー
ー
加
丞
囀
幾

分
か
の
、
或
は
相
当
度
の
変
容
・
変
質
を
受
け
つ4
も
ー
—
ー
。
最
近
筆
者
が
廻
っ
た
日
田

カ
シ
イ

郡
川
間
部
で
は
最
近
ま
で
も
名
子
の
加
勢

(ll夫
役
）
は
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が

明
治
・
大
正
中
期
こ
ろ
ま
で
は
英
彦
山
山
間
部
各
地
に
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
し
ろ
か
＼
る
名
子
制
は
全
国
各
地
に
存
在
せ
る
名
子
・
被
官
制
と
そ
の
本

質
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
り
、

共
通
す
る
か
ら
、
福
岡
領
農
村
の
名
子
に
も
少
く
と
も
或
時
期
ま
で
は
こ
う
し
た
夫
役

そ
れ
よ
り
も
少
し
く

註
①
名
子
が
漸
減
の
傾
向
を
示
し
乍
ら
も
絲
末
•
明
治
初
ま
で
相
当
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
が
、
併
し
同
じ
く
名
子
と
史
料
の
表
面
に
見
え
て
も
時
代
に
よ
り
地
域
（
村
）

に
よ
り
相
当
性
格
の
差
違
あ
る
こ
と
も
充
分
認
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
僚
者
が
筑
前
各
地
の
史
料
で
窺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
ー
ー
・
た
と
え
ば
治
土
郡
井
原
村
三
苫
家

・
遠
賀
郡
修
多
羅
村
楠
野
家
・
鞍
手
郡
金
生
村
石
井
家
・
嘉
摩
郡
綱
分
村
有
松
家
等
で
は
明

ら
か
に
年
雇
労
鋤
力
に
依
存
し
て
い
る
。

③
伊
藤
兆
司
氏
の
論
文
「
小
倉
領
・
中
津
領
及
び
日
田
絲
領
領
境
地
帯
に
於
け
る
隷
農
的
制

度
」
（
農
業
経
済
研
究
四
ノ
―
―
-
、
七
ノ
四
）
で
も
、
英
彦
山
を
中
心
と
し
各
藩
領
・
絲
領
あ

る
に
拘
わ
ら
ず
大
体
同
様
の
名
子
制
あ
る
こ
と
を
注
意
（
筑
前
領
に
は
無
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
此
の
点
は
誤
で
あ
る
）
。
勿
論
微
視
的
に
見
て
ゆ
く
と
、
そ
の
間
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は

当
然
出
て
く
る
。

筑
前
飯
盛
社
古
文
書
類
写
、
児
玉
採
集
文
書
。

あ
っ
た
。

す
る
こ
と
が
出
来
、

一
応
名
子
制
が
事
実
上
も
或
稲
度
解
体
し
つ
＼
あ
っ
た
の
を
想
定

六
四

き
わ



近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諮
形
態

支
配
関
係
の
ヒ
h

ラ
ル
キ
イ
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に
位
す

封
建
社
会
の
重
歴
な
特
徴
の
一
と
し
て
人
的
従
属
関
係
の
重
層
性
ー
ー
即
ち
身
分
的

収
取
関
係
に
分
ち
そ
の
内
容
を
衿
察
し
て
み
た
。

般
民
が
夫
々
の
収
取
肴
と
の
閂
係
に
於
て
諸
種
の
性
格
を
も
ら
諸
稲
の
夫
役
を
提
供
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
夫
々
の
夫
役
は
そ
の
収
取
の
根
拠
、

の
内
界
に
相
当
の
差
違
の
あ
る
こ
と
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。

収
取
の
仕
方
ま
た
労
働

る
者
が
夫
々
の
栢
カ
・
権
威
に
於
て
そ
の
支
配
下
の
者
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
徳
川
期
の
場
合
ー
ー
氏
〗
に
大
名
領
国
に
於
て
は
ー
—
i
領
国
大
名
ぱ
き
わ
め
て
強
力

な
権
力
を
以
て
そ
の
家
臣
団
を
規
闊
し
、
自
己
の
経
済
的
基
盤
た
る
農
民
左
統
制
・
支

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
一
個
の

な
お
児
玉
饂
採
集
文
書
一
、
筑
前
早
良
郡
四
ヶ
村
榔
氏
蔵
書
、
五
ケ
村
同
心
書
状
に
竜
山
の

山
公
事
を
荘
主
型
禍
寺
に
「
脇
名
＋
百
註
」
は
年
一
度
召
仕
わ
れ
る
井
を
辿
べ
て
い
る
が
、

所
謂
名
子
と
は
性
格
を
相
当
兵
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
御
教
示
願
え
れ
ば
幸
で
あ
る
。

⑤
二
六
五
頁
。

⑥
皆
川
家
譜
、
福
岡
県
農
地
改
革
史
、
下
、
五
二

0
、
一
頁
。

切
伊
藤
兆
司
、
崩
褐
稿
。

⑧
伊
藤
兆
司
氏
は
盈
種
の
勤
め
を
「
産
業
賦
役
」
と
「
家
政
賦
役
」
の
1

―
つ
に
分
け
考
霰
さ

れ
て
い
る
が
、
此
の
点
に
関
す
る
批
判
は
付
質
喜
左
衛
門
、
日
本
家
族
制
度
と
小
作
制
度
、

六
一
九
ー
―

1
0貞
参
照
。

⑨
享
保
六
年
辛
升
と
し
年
中
嘉
例
帳
゜

⑩
家
伝
相
続
記
。

m
昴
岡
県
農
地
改
革
史
、
ヒ
佳
、
四
0
九
貞
参
照
。

⑫
吉
井
町
田
代
家
文
言

⑬
罪
羽
郡
淫
引
町
藤
設
、
瓜
水
文
占
。
同
史
料
は
熊
本
大
学
中
村
正
夫
氏
の
間
厚
意
に
よ
り

見
る
を
得
た
。
深
く
惑
団
の
窓
を
表
す
る
。

以
上
逝
冊
に
お
け
る
一
大
名
領
国
（
福
岡
藩
）
内
に
行
わ
れ
た
諸
種
の
夫
役
ー
ー
名
子

の
夫
役
の
み
は
史
料
の
詞
約
上
郡
造
的
に
類
似
せ
る
隣
藩
領
の
も
の
を
以
て
類
推
ー
ー
を
バ
つ
の

八

、

あ

と

が

き

ヽ
；
し.
,
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.

の
評
価
が
な
さ
れ
、
そ
の
面
で
の
賦
諜
で
あ
？
た
と
思
わ
れ
る
。

り
も
、

配
し
つ

4

ー
ー
農
民
層
内
部
に
は
諸
種
の
従
属
関
係
を
一
応
許
容
し
つ
＼
も
ー
ー
全
領
国
を
把

し
か
も
今
迄
窺
つ
て
き
た
よ
う
に
、
大
名
に
対
す
る
領
民
の
夫
役
は
大
名
自
身
の

「
家
」
（
家
政
）
に
対
す
る
夫
役
と
し
て
の
性
格
は
淋
弱
で
あ
る
。
勿
論
大
名
自
身
は
農

業
経
営
を
営
ん
で
い
な
い
か
ら
農
耕
夫
役
の
無
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、

夫
役
・
連
搬
夫
役
•
土
木
普
請
夫
役
．l
l
r方夫
役
等
も
大
名
領
主
の
「
家
」
に
対
す
る

て
領
国
の
社
会
・
経
済
・
行
政
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

全
国
的
こ
賂
向
さ
れ
つ

4
あ
っ
た
宿
駅
・
由
道
の
刷
と
関
連
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
間

題
で
あ
り
、
菊
府
役
人
等
は
別
と
し
て
他
領
の
領
主
・
家
臣
等
に
も
夫
役
は
徴
発
さ
れ

て
い
て
卓
な
る
＾
飢
匡
の
間
題
を
超
え
て
さ
え
い
る
。
そ
れ
丈
に
夫
役
と
は
云
え
劣
悪

な
が
ら
賃
金
（
夫
銭
）
を
支
払
う
形
態
に
相
当
早
く
か
ら
転
化
し
て
い
た
わ
け
て
あ

る
。
勿
論
初
期
に
は
千
右
夫
の
如
き
飢
主
の
「
家
」
に
対
す
る
夫
役
の
色
彩
の
濃
い
も

の
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
む
し
ろ
家
と
藩
庁
の
分
化
・
介
離
が
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
3

併
し
近
批
の
過
程
に
於
て
落
庁
の
盤
備
・
制
度
化
、
家
臣

藩
庁
ぱ
弔
な
る
家

団
の
官
位
化
〇
芽
は
え
は
相
当
に
進
み
つ
＼
あ
っ
た
と
息
わ
れ
る
C

で
あ
る
よ

政
機
閃
で
は
な
く
、
領
国
の
ヨ
リ
公
的
な
機
閉
に
な
っ
て
い
た
ー
ー
勿
論
封
建
社
会
は
公
私

混
泊
を
一
つ
の
峠
徴
と
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
返
八
的
概
誌
で
澗
然
と
区
別
は
出
来
な
い
わ
け

で
あ
る
。
一
六
わ
は
忙
民
は
大
名
の
家
権
力
向
休
に
直
接
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

、
、
、

（
即
ち
家
内
附
の
隷
属
民
で
は
な
く
）
落
庁
と
い
う
立
法
・
司
法
・
行
政
権
簿
を
未
分
化
的

形
態
の
う
ち
に
も
っ
ョ
lJ
公
的
な
権
力
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

従
つ
て
領
民
の
夫
役
も
人
身
隷
属
の
承
認
1
1

「
隷
属
身
分
と
し
て
の
集
徴
」

す
ぐ
れ
て
領
国
全
般
の
社
会
・
経
済
・
行
政
の
統
制
の
た
め
の
労
働
力
と
し
て

殊
に
交
通
夫
役
の
如
き
は

夫
役
と
い
う
よ
り
（
勿
論
そ
う
い
う
面
が
全
然
無
い
と
云
う
の
で
は
な
い
が
）
む
し
ろ
す
ぐ
れ

交
通

握
し
、
領
国
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い
た
。



氏
に
依
つ
て
強
力
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
＼
で
は
問
題
と
し
な
い
ー
ー
も
っ

と
も
有
賀
氏
の
所
論
は
末
だ
経
済
史
・
社
会
史
の
中
に
充
分
吸
以
・
消
化
さ
れ
て
い
る
と
は
云
え

ず
、
此
の
点
今
後
の
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
の
―
つ
で
あ
ろ
う
。

徳
川
期
大
名
領
国
の
構
造
か
ら
一
本
つ
て
、
最
も
基
本
的
な
社
会
関
係
は
領
国
大
名

さ
し
は
さ
ま
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

右
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
有
賀
喜
左
衛
門

察
す
べ
き
課
題
と
一
字
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

含
か
も
知
れ
な
い
。
か
＼
る
大
名
権
力
の
も
つ
一
面
の
強
さ
と
他
面
の
弱
さ
は
、

と
対
抗
的
力
た
る
農
民
の
事
実
上
の
発
展
度
|
ー
↓
た
と
え
ば
農
民
の
士
地
所
持
権
の
形

成
と
確
立
、
移
動
の
か
な
り
の
自
由
、
農
村
商
工
業
の
展
開
（
封
建
領

t
制
に
適
合
し
、
領

主
よ
り
許
容
せ
ら
れ
た
範
囲
を
超
え
る
登
展
）
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
の
も
と
に
考

即
ち
大
名
権
力
の
支
配
と
領
民
の
従
屈
及
び

そ
れ

ぎ
た
よ
う
に
名
子
の
夫
役
を
無
媒
介
に
労
働
雄
代
と
す
る
考
え
方
な
ど
は
単
な
る
現
象

の
一
側
面
の
み
を
と
ら
え
た
頭
論
に
す
ぎ
ず
、
封
建
領
主
の
概
念
自
体
も
曖
昧
で
あ
り
、

領
主
制
と
地
主
制
を
如
何
な
る
関
連
の
も
と
に
鯉
解
す
べ
き
な
の
か
、

或
は
ま
た
我
が

同
に
お
け
る
「
家
」
の
構
造
に
全
然
考
慮
を
払
つ
て
い
な
い
点
な
ど
少
か
ら
ず
疑
問
を

の
要
さ
（
形
式
化
・
抽
象
化
さ
れ
た
土
地
把
掘
）
を
も
つ
て
い
た
の
と
照
応
し
て
考
慮
す
べ

し
て
は
そ
の
本
質
は
決
し
て
把
握
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
屎
々
な
さ
れ
て

従
っ
て
大
名
梱
力
は
一
見
き
わ
め
て
強
力
に
見
え

さ
れ
ば
給
人
の
知
行
地
農
民
に
対
す
る
支
配
も
決
し
て
無
限
の
恣
意
的
な
叙
的
支
配

が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
名
領
主
の
許
容
す
る
限
界
内
に
於
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
代
官
・
村
役
人
の
も
つ
支
配
権
も
大
名
領
主
よ
り
領
国
の
統
治
の
た
め
に
特
に

付
与
せ
ら
れ
た
特
権
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
の
最
終
の
根
拠
は
す
べ
て
大
名
権
力
に
基
く

わ
け
で
あ
る
。
大
名
梱
力
の
強
さ
は
歴
史
上
に
も
余
り
類
例
の
無
い
特
異
な
も
の
で
あ

併
し
乍
ら
大
名
権
力
の
農
民
把
握
は
村
落
単
位
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ

ぼ
な
ら
な
い
。
即
ち
法
制
的
・
制
度
的
に
は
き
わ
め
て
幣
備
さ
れ
、
形
式
的
に
は
す
ぐ

れ
て
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
一
云
え
、
大
名
自
休
は
在
埴
性
を
喪
い
、
す
ぐ
れ
て
政

村
落
内
部
の
隅
々
ま
で
そ
の
支
配
・
統
制
が
貫
徹
し
て
い
た
と

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
窺
っ
た
村
仕
事
や
名
子
の
夫
役
は
そ
の
具
休
的
表
現

の
一
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
—
|
＇
前
述
せ
る
よ
う
に
村
仕
事
は
領
主
的
要
求
と
重
な
り
妥
協
し

て
い
る
面
も
多
分
に
あ
る
が
ー
ー
。
従
っ
て
そ
れ
ら
は
村
落
や
家
の
生
活
組
織
の
考
察
な
く

ー
ー
領
民
（
本
百
姓
乃
至
高
持
百
姓
を
中
心
と
し
つ
4
)

で
あ
り
、
従
っ
て
夫
役
の
問
題
も

今
後
特
に
此
の
間
の
夫
役
収
取
関
係
に
焦
点
を
し
ぼ
つ
て
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
即
ち
夫
役
が
領
民
に
如
何
に
賦
課
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
村
落
毎
に
賦
課

さ
れ
る
に
し
て
も
、
村
落
内
部
で
は
本
百
姓
単
位
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
労
働
可
能
領
民
全
体
へ
の
賦
課
（
面
役
・
首
役
）
な
の
か
。
殊
に
夫
役
に
関

し
諸
種
の
厳
密
・
強
力
な
領
主
的
統
制
を
な
し
て
い
る
こ
と
ー
ー
よ
↑
と
え
ば
夫
役
賦

夫
役
負
担
者
と
夫
役
免
除
者
の
峻
別
、
或
は
給

人
・
代
官
・
村
役
人
等
の
恣
意
的
使
役
の
繋
止
等
々
ー
|
'
こ
れ
ら
を
通
じ
て
我
々
は
領

夫
役
代
納

国
大
名
の
農
民
把
握
の
仕
方
な
り
、
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

（
貨
幣
納
）
や
夫
役
に
対
す
る
賃
銭
支
払
化
の
問
題
な
ど
も
そ
れ
ら
と
密
接
な
関
連
の

も
と
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

思
う
に
領
国
大
名
は
領
国
一
円
の
巨
大
な
領
主
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
丈
に
所
謂
在
地

性
を
喪
つ
て
い
る
し
ー
ー
勿
論
農
業
経
営
は
営
ん
で
い
な
い
ー
—
、
従
っ
て
単
な
る
封
建
的

士
地
所
有
者
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
ョ
リ
「
公
的
」
な
士
地
領
有
者
と
し
て
の
性
格
を

強
化
し
つ
＼
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
が
ら
も
、
農
民
個
々
の
人
身
把
握
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
さ
ほ
ど
強
力
と
は
云
え
な
い

よ
う
で
あ
る
。
恰
も
大
名
権
力
の
土
地
把
握
が
「
高
」
と
か
「
村
請
」
に
あ
ら
わ
れ
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
整
備
・
制
度
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
丈
に
土
地
把
掘

ほ
去
い
難
く
、

村
落
内
部
に
は
農
民
独
自
の
自
生
的
・
自
律
的
な
生
活
組
織
が
形
成
さ

治
領
主
化
し
て
い
て
、

課
の
時
期
・
期
間
や
夫
役
量
の
規
定
、

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

高
基
準
（
高
役
）
か

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
諸
形
態

六
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抵
抗
、
そ
う
し
た
対
立
関
係
を
具
体
的
に
窺
う
た
め
に
も
夫
役
の
歴
史
的
位
縦
づ
け
・

寇
味
を
今
後
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
地
代
概
念
の
適
用
の
可
否
の
如
ぎ
も

こ
れ
ら
と
関
連
し
て
論
ぜ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
労
働
地
代
広
く
は
封
建

地
代
の
概
念
そ
の
も
の
が
資
本
制
地
代
の
特
質
を
考
察
す
る
た
め
に
、
そ
の
先
行
形
態

純
然
た
る
歴
史
的
概

う
。
或
は
徳
川
期
農
民
殊
に
本
百
姓
乃
至
高
持
農
民
の
性
格
を
如
何
に
規
定
す
べ
き
な

の
か
。
特
に
農
奴
概
念
を
以
て
如
何
に
把
握
し
得
る
の
か
ー
も
っ
と
も
農
奴
の
概
念
規

定
そ
れ
自
体
が
相
当
混
乱
し
て
き
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
ー
ー
。
そ
れ
ら
は
夫
役
に
最
も
具

ー
勿
論
一
方
で
は
農
民
の
土
地
保
打
の
性
格
か
問
題
で
あ
る
が
1

誓
論
ぜ
ら
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
別
稽
に
譲
る
こ
と
と
し
て
一
応
拙
い
筆
を
欄
く
こ

と
4
す
る
。

体
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
股
民
の
人
身
従
属
度

の
点

念
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
ョ
リ
経
済
学
的
概
念
で
あ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

近
批
大
名
領
国
に
お
け
る
夫
役
の
晶
形
態

（
領
、
主
の
人
身
把
捏
の
性
格
）

と
し
て
時
代
を
遡
及
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
概
念
で
あ
る
か
ら
、

六
七




